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二
六

　“ノ、

ラ
ド
。
ク
ス
再
論

…
レ
ー
ヴ
ェ
ン
ハ
イ
ム
・
ス
コ
ー
レ
ム
の
背
理
を
中
心
と
し
て
一

近
　
藤

洋
　
逸

　
論
理
學
乃
至
数
學
の
基
礎
に
ま
っ
は
る
所
謂
．
ハ
ラ
ド
ソ
ク
ス
は
ラ
ッ
セ
ル
な
ど
の
論
究
以
來
、
相
當
の
数
に
の
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

う
、
叉
其
の
解
法
も
種
々
の
方
向
に
求
め
ら
れ
て
み
る
が
、
そ
れ
の
重
要
な
も
の
と
し
て
は
F
・
P
・
ラ
ム
ぜ
一
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

探
る
方
法
が
あ
る
。
A
・
フ
レ
ン
ケ
ル
の
黄
表
紙
本
「
集
合
論
」
で
も
此
方
法
が
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
◎
彼
等
に
依
る
と
、

先
づ
論
理
學
、
数
學
の
客
演
的
な
シ
ス
テ
ム
自
身
に
就
て
の
バ
ラ
ー
3
ッ
ク
ス
　
（
ラ
ム
ぜ
一
は
之
を
グ
ル
ー
プ
A
の
背

理
と
呼
ん
で
み
る
）
が
あ
る
。
例
へ
ば
「
自
己
薗
身
の
要
素
で
な
い
総
て
の
ク
ラ
ス
の
ク
ラ
ス
」
（
ラ
ッ
セ
ル
の
背
理
）

と
か
、
「
最
大
の
序
数
」
に
關
す
る
プ
ラ
ン
・
フ
ナ
ル
テ
ィ
の
メ
ラ
ド
ソ
ク
ス
等
で
あ
る
。
此
グ
川
ー
プ
に
薦
す
る
バ
ラ
．

ド
ソ
ク
ス
の
共
通
特
徴
は
、
論
理
計
算
の
言
葉
を
用
み
る
と
、
命
題
函
数
自
身
が
霞
己
の
ア
ー
グ
メ
ソ
ト
と
な
る
こ

と
で
あ
る
。
＼
（
逡
）
を
命
題
函
数
と
す
る
と
＼
（
＼
（
訣
）
）
が
成
立
す
る
こ
と
、
之
を
命
題
函
数
に
樹
癒
さ
せ
ら
れ
る
集

合
に
就
て
言
へ
ば
、
集
合
翌
が
自
分
旨
身
の
要
素
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
之
は

　
　
　
　
　
　
　
　
嵩
へ
1
1
｛
愈
斜
♪
…
…
”
＆
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で
圖
示
す
る
こ
と
が
鵠
來
る
・
括
弧
内
の
記
號
は
翌
の
要
素
を
示
す
・
と
こ
ろ
で
ラ
老
．
川
の
づ
フ
ド
亥
ス
と
は

次
の
も
の
で
あ
る
。
一
罪
含
は
禽
己
を
要
索
と
し
て
念
む
か
、
叉
は
含
ま
濾
。
此
判
断
は
現
實
に
斯
る
二
種
類
の

集
合
が
實
在
す
る
か
否
か
に
拘
り
な
く
成
立
す
る
。
第
二
種
の
集
合
を
ノ
ル
マ
ル
集
合
と
呼
び
、
集
合
班
を
総
て
の

ノ
ル
マ
ル
集
合
の
集
合
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
翌
自
身
は
ノ
ル
マ
ル
か
否
か
。
若
し
遅
を
ノ
ル
マ
ル
集
合
と
假
定
す
る

と
財
は
凡
て
の
ノ
ル
マ
ル
集
合
の
集
合
だ
か
ら
班
自
身
を
要
素
と
し
て
含
み
、
從
っ
て
π
が
ノ
〃
マ
〃
で
あ
る
と
の

素
意
に
矛
盾
す
る
。
次
に
翌
が
ノ
ル
マ
ル
で
な
い
と
假
署
す
る
と
、
遅
は
総
て
の
ノ
ル
マ
ル
集
信
の
集
合
で
あ
る
か

ら
必
然
的
に
自
己
を
含
み
、
從
っ
て
班
が
ノ
ル
マ
ル
集
含
と
な
り
前
提
と
矛
盾
す
る
。
か
く
て
軌
れ
の
前
提
か
ら
も

前
提
と
矛
盾
す
る
結
果
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
Q
ブ
ラ
ジ
・
フ
ナ
ル
テ
ィ
の
場
合
も
殆
ん
ど
岡
じ
で
あ
る
○

　
此
種
の
バ
ラ
ー
3
ソ
ク
ス
防
止
の
だ
め
に
は
＼
（
＼
（
賊
）
）
L
腎
｛
食
即
き
…
．
：
』
δ
を
禁
止
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
ラ
ソ

竜
ル
の
パ
ラ
ド
ソ
ク
ス
で
は
、
ノ
ル
マ
ル
で
な
い
集
合
が
論
理
的
に
無
意
昧
な
も
の
と
し
て
排
除
さ
れ
る
か
ら
、
「
集

合
は
冑
己
を
含
む
か
、
叉
ば
含
ま
ぬ
」
と
言
ふ
国
馨
≦
①
無
興
6
無
興
の
判
断
が
成
立
せ
す
、
斯
…
く
て
矛
盾
登
生
の
根
擦
が

除
か
れ
る
。
郎
ち
ア
ー
グ
メ
ン
ト
と
此
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
忌
数
自
身
と
を
タ
イ
プ
の
相
異
る
も
の
と
す
る
所
謂
「
簡

軍
な
タ
イ
プ
の
理
論
」
で
グ
ル
ー
プ
A
の
パ
ラ
ー
3
ッ
ク
ス
は
完
全
に
排
除
さ
れ
る
。
換
言
す
る
と
普
遍
（
師
ち
國
数
）

と
特
殊
（
帥
ち
ア
ー
グ
メ
ン
ト
）
と
を
同
一
列
に
青
く
べ
か
ら
す
と
宣
告
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
普
遍
と
特
殊
と
外
的

に
並
刻
す
る
こ
と
、
こ
の
事
は
必
然
的
に
普
遍
を
特
殊
に
輻
落
さ
せ
。
普
遍
の
本
來
の
意
昧
を
失
は
し
め
る
の
で
あ

　
　
　
　
バ
ヲ
ド
ソ
ク
ス
再
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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奮
雛
研
究
　
第
二
百
四
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

る
。
此
庭
に
バ
ラ
ー
3
回
忌
ス
A
の
登
生
の
論
理
的
根
糠
が
在
る
。
普
遍
を
特
殊
と
外
的
陽
動
に
覧
て
や
は
な
く
、
内

的
に
統
一
す
る
こ
と
、
こ
れ
に
依
っ
て
の
み
普
遍
は
普
遍
の
、
特
殊
は
特
殊
の
意
義
を
保
持
し
得
る
。
「
簡
輩
な
タ
イ

プ
の
理
論
」
は
こ
の
論
理
的
關
係
の
形
．
式
的
表
現
以
外
の
も
の
で
は
な
い
Q
グ
ル
ー
プ
A
の
．
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
實
の

と
こ
ろ
右
の
如
き
論
理
的
閣
係
を
里
親
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
G

　
と
こ
ろ
で
い
ま
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
バ
ラ
ド
ソ
ク
ス
、
ラ
ム
ぜ
一
の
所
謂
グ
ル
ー
プ
8
の
そ
れ
は
此
二
か
上
記
の
そ

れ
と
は
議
奏
を
異
に
し
て
み
る
。
「
私
は
嘘
を
言
ふ
」
（
エ
ピ
メ
ニ
デ
ス
の
背
理
）
、
「
十
九
箇
の
シ
ラ
ブ
ル
以
下
で
は

命
名
さ
れ
澱
　
（
類
9
舜
蕾
塁
露
。
）
最
小
の
整
数
」
．
「
定
義
さ
れ
ぬ
最
小
の
順
序
数
」
、
ワ
聖
イ
ル
の
．
．
滞
8
8
δ
ぴ
q
8
巴
、
、

に
關
す
る
背
理
等
が
B
の
そ
れ
で
あ
る
。
B
パ
ラ
ー
3
ッ
ク
ス
の
共
通
特
色
は
穿
き
＄
¢
ρ
焦
①
曾
＄
亘
①
な
ど
の
認
識

．
の
作
用
臼
身
に
号
す
る
機
能
が
囲
ま
れ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
君
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
¢
唱
幹
。
ヨ
。
δ
磯
ぎ
冨
浮
艮
一
瓢
9
鉱
①

と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
籾
、
ブ
イ
ル
の
、
．
び
簿
興
○
ざ
臓
。
銑
，
に
關
す
る
バ
ラ
ド
ソ
ク
ス
に
就
て
B
バ
ラ
ド
ソ
ク
ス
の
陣
営
を
検
討
し
て
み

よ
う
。
命
題
「
万
は
φ
な
り
」
に
於
て
ん
は
主
語
、
φ
は
述
語
（
性
質
〉
で
あ
る
が
、
ル
を
不
定
と
す
る
と
右
の
命
題
は

命
題
，
幽
数
と
呼
ん
で
、
κ
が
一
定
し
た
生
、
語
を
示
す
場
合
と
轟
別
す
る
。
命
題
愈
藪
は
＄
馳
で
表
は
す
。
而
て
＄
や

の
不
定
の
値
を
野
馳
で
示
す
。
＄
や
の
φ
は
ん
に
就
て
の
性
質
で
あ
る
が
、
φ
を
書
か
れ
た
文
字
と
見
る
時
は
、
之

を
．
．
登
．
で
表
示
す
る
。
今
．
．
＄
、
．
と
＄
馳
と
の
賄
係
を
R
と
す
る
と
、
「
φ
が
ヘ
テ
買
鷲
ヂ
カ
ル
で
あ
る
」
と
は
．
尋
．
．



狽P73

禽
身
が
性
質
φ
を
持
た
ぬ
事
で
あ
り
、
之
を
記
號
化
す
る
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
暮
）
…
逡
沁
（
驚
）
・
～
＄
逡
　
・
：
：
：
：
砦

と
な
る
Q
　
（
象
）
春
や
は
「
＄
や
が
あ
る
」
、
～
＄
融
は
魯
k
の
否
定
形
で
あ
る
。
例
へ
ば
形
容
詞
．
㌶
9
謁
．
、
は
、
之

を
書
か
れ
た
交
字
、
記
號
と
見
る
と
「
長
い
」
で
は
な
い
か
ら
、
ヘ
テ
ロ
買
ヂ
カ
ル
で
あ
る
Q
と
こ
ろ
で
性
質
「
ヘ
テ
買

ロ
ヂ
カ
ル
」
は
果
し
て
ヘ
テ
冒
罧
ヂ
カ
ル
で
あ
る
か
否
か
。
若
し
書
捨
「
ヘ
テ
p
η
ヂ
カ
ル
」
が
ヘ
テ
ロ
茸
ヂ
カ
〃
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
記
號
「
ヘ
テ
ロ
ロ
ヂ
カ
ル
」
に
は
ヘ
テ
二
丁
ヂ
カ
ル
な
る
性
質
が
ヘ
ク
引
攣
ヂ
カ
翠
霞
身
の
意
味
に

依
り
総
山
冷
し
な
く
な
り
、
前
提
と
矛
盾
す
る
。
逆
に
、
記
號
「
ヘ
ク
海
瀬
ヂ
カ
〃
」
が
ヘ
テ
翼
”
ヂ
カ
ル
で
な
い
と
す

る
と
、
記
號
「
ヘ
テ
ロ
ロ
ヂ
カ
ル
」
に
性
質
ヘ
テ
質
翼
ヂ
カ
ル
が
蹄
矯
す
る
こ
と
と
な
り
前
提
と
矛
盾
…
す
る
結
果
を
…
得

る
。
今
、
以
上
の
推
論
を
記
號
を
以
て
示
す
と
次
の
如
く
に
な
る
。
上
記
＊
を
壽
と
書
く
と
、
．
．
㌔
・
．
と
‘
専
と
の

開
係
は

　
　
　
　
　
　
　
．
．
㍉
り
鳩
涛
（
遮
）

で
示
さ
れ
る
◎
今
、
㌔
が
ヘ
テ
ロ
▽
ヂ
カ
ル
で
な
い
と
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
（
網
も
）
り
．
．
鳩
と
沁
（
も
や
）

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
＊
の
奪
の
＄
に
．
．
㍉
、
、
を
代
入
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
へ
鴇
㍉
）
〔
．
．
褥
こ
沁
（
㌔
幡
Y
～
、
（
二
㌔
、
．
）
〕

　
　
　
　
パ
ラ
翠
ソ
ク
ス
再
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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暫
學
研
究
　
第
二
百
四
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

即
ち
美
、
．
、
、
．
）
田
～
㌔
（
．
．
㌔
、
、
）
を
得
る
。
斯
く
て
矛
盾
し
た
結
果
を
得
る
の
で
あ
る
Q
と
こ
ろ
が
此
矛
盾
は
上
述

の
「
簡
輩
な
タ
イ
プ
の
理
論
」
を
以
て
し
て
は
除
去
出
來
な
い
○
§
と
＄
榔
と
は
い
つ
れ
も
同
じ
夕
に
翻
す
る
函
数
、

帥
ち
岡
じ
タ
イ
プ
の
函
数
だ
か
ら
、
爾
者
を
範
疇
的
に
論
語
す
べ
き
理
由
が
無
い
の
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
こ
の
問
題
に
關
し
べ
ー
マ
ン
は
次
の
如
く
に
考
へ
る
。
1

　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
。
．
㌔
、
．
Y
田
・
～
、
（
．
．
、
”
、
）

か
ら
、
ア
が
＊
の
簡
略
記
號
で
あ
る
か
ら
に
は
、
逆
代
入
に
依
り
ア
は
除
か
る
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
、
（
．
．
㌔
」
か

ら
ア
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
と
～
㌔
（
．
．
㌔
こ
）
と
な
り
、
又
、
～
㌔
（
．
．
、
ご
）
に
宏
量
を
施
す
と
》
．
．
、
、
、
）
と
な
り
、

斯
く
て
如
何
な
る
仕
方
に
依
る
も
ア
は
除
去
鵠
來
な
い
、
こ
れ
は
論
理
学
の
青
磁
に
反
す
る
か
ら
、
以
上
の
如
き
不

都
合
な
事
態
が
惹
起
し
な
い
や
う
に
簡
賂
記
號
を
作
る
べ
し
と
。
之
に
依
っ
て
矛
盾
は
除
去
さ
れ
る
と
。

　
然
し
こ
の
ベ
ー
マ
ン
の
解
淡
明
は
残
念
乍
ら
解
決
策
に
な
っ
て
み
な
い
、
問
題
の
本
丁
は
、
如
何
な
る
理
由
で
、

簡
略
記
號
の
排
除
が
不
可
能
に
な
る
如
き
不
都
合
が
生
じ
た
か
に
あ
る
の
だ
。
べ
ー
マ
ン
は
禁
止
の
雑
観
を
掲
げ
る

の
み
で
、
矛
盾
の
由
っ
て
以
て
生
す
る
源
泉
を
つ
き
と
め
て
み
な
い
Q

　
と
こ
ろ
で
ラ
ソ
セ
ル
自
身
は
如
何
な
る
方
法
を
採
っ
た
か
。
彼
の
解
法
は
（
ベ
ー
マ
ン
と
圃
檬
に
）
或
種
類
の
式
の

成
立
を
防
止
す
る
準
期
、
郎
ち
同
じ
タ
イ
プ
の
命
題
函
撒
の
聡
に
．
げ
三
部
門
．
を
設
け
る
所
謂
「
複
雑
な
タ
ィ
ブ
の
理

論
」
＜
①
震
≦
⑦
薦
8
↓
毛
窪
爵
①
o
甑
①
で
あ
る
。
ラ
ッ
セ
ル
に
依
る
と
、
矛
盾
の
成
立
は
、
＊
に
見
ら
れ
る
題
と
＄
撫
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と
を
同
一
の
段
階
に
遣
き
§
を
＄
や
の
値
と
考
へ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
題
と
＄
無
と
の
こ
の
關
係
を
載
然
と
漸

ち
切
れ
ば
矛
盾
は
排
除
さ
れ
る
。
然
ら
ば
魯
馳
と
途
と
を
蔵
り
離
つ
べ
き
匿
別
は
緒
慮
に
求
め
る
べ
き
か
Q
壽

の
構
成
を
見
る
に
、
そ
れ
の
定
義
に
は
（
暮
）
と
言
ふ
φ
の
全
町
に
月
忌
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
。

こ
れ
は
同
じ
く
夕
の
命
題
函
数
で
あ
る
＄
榔
の
持
た
な
い
構
造
で
あ
る
。
こ
の
相
違
に
着
目
し
て
、
轟
と
合
榔
と

の
範
疇
的
薫
別
を
設
け
る
の
が
、
ラ
ソ
セ
ル
、
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ソ
ド
特
有
の
オ
ー
ダ
ー
の
理
論
で
あ
る
。

　
先
づ
．
、
④
ω
σ
q
箭
什
．
．
と
か
．
．
蜜
幾
巴
δ
．
、
と
か
の
形
式
に
依
り
束
縛
さ
れ
て
み
る
所
謂
「
束
縛
墾
項
」
を
含
ま
ぬ
命
題

函
数
を
オ
ー
ダ
ー
。
の
函
数
、
束
縛
が
個
膿
獲
項
（
生
語
と
な
っ
て
蓮
語
と
な
ら
ぬ
も
の
を
個
膿
H
b
＆
く
茂
箋
聾
、
之

を
可
墾
と
考
へ
た
も
の
が
個
騰
墾
項
）
の
み
に
及
ぶ
の
が
オ
ー
ダ
ー
1
の
函
数
、
次
に
其
の
値
が
タ
イ
プ
ー
の
三
歎

で
あ
る
と
こ
ろ
の
束
縛
兇
手
を
含
む
函
数
の
オ
ー
ダ
ー
が
3
、
等
々
、
一
般
に
オ
ー
ダ
ー
π
の
函
撒
と
は
之
の
含
む

束
縛
墾
項
の
値
が
タ
イ
プ
§
1
囲
の
函
数
で
あ
る
命
題
函
数
で
あ
る
。

　
こ
の
解
淡
雪
は
然
し
乍
ら
重
大
な
る
結
果
を
意
外
の
方
面
に
も
だ
ら
す
。
矛
盾
が
除
去
さ
れ
る
と
共
に
或
種
の
貴

重
な
も
の
ま
で
が
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。
命
題
函
数
に
オ
ー
ダ
ー
の
区
別
を
設
け
る
こ
と
は
、
（
象
）
と

か
愈
）
等
に
依
る
規
定
、
師
ち
あ
る
も
の
の
性
質
の
全
膿
に
依
り
規
定
さ
れ
π
性
質
を
、
こ
の
駒
・
金
武
を
構
成
す
る

他
の
個
々
の
性
質
か
ら
峻
別
す
る
こ
と
に
他
な
ら
澱
。
上
記
の
例
で
は
題
と
＄
榔
と
の
綾
別
で
あ
る
。
こ
の
た
め

に
轟
で
規
定
さ
れ
る
ク
ラ
ス
と
、
＄
勘
に
罫
癒
す
る
ク
ラ
ス
と
が
維
野
的
に
切
離
さ
れ
る
。
斯
く
し
て
性
質
の
全

　
　
　
　
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
再
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
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三
二

膿
に
依
り
規
定
さ
れ
た
性
質
を
持
つ
も
の
の
ク
ラ
ス
は
、
か
の
性
質
の
全
膿
の
構
成
分
た
る
舞
々
の
性
質
に
依
b
規

定
さ
れ
る
も
の
の
ク
ラ
ス
と
完
全
に
隔
離
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
之
を
論
理
的
に
言
へ
ば
、
普
遍
（
性
質
の
全
騰
）
と
特

殊
（
個
々
の
性
質
）
と
の
交
互
規
定
、
爾
者
の
統
一
が
緋
除
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
晋
遍
を
構
成
す
る
特
殊
と
、
普
遍

薫
依
り
規
定
さ
れ
ろ
特
殊
と
が
完
全
に
鐵
り
離
さ
れ
る
の
だ
。
普
遍
と
特
殊
と
の
統
一
の
破
壊
i
之
が
函
撒
へ
の

オ
ー
ダ
ー
導
入
の
論
理
的
意
味
で
あ
ら
う
Q

　
と
こ
ろ
が
函
数
へ
の
オ
ー
ダ
ー
導
入
は
軍
な
る
論
理
の
制
限
に
諮
る
ば
か
り
で
な
く
．
数
學
に
翼
．
し
て
も
甚
大
な

る
破
壊
力
を
登
揮
す
る
。
全
膿
に
依
る
部
分
、
普
遍
に
依
る
特
殊
の
規
定
、
爾
考
の
統
一
一
之
は
数
學
の
推
理
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
へ

於
て
到
る
慮
に
使
用
さ
れ
て
る
る
の
だ
。
之
は
所
謂
蜜
畠
6
贔
島
ぎ
琴
①
ご
ご
㊦
讐
向
賜
び
薮
§
α
q
（
非
遽
語
義
概
念
講
成
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
へ

或
は
こ
の
論
理
の
性
質
に
依
り
循
環
的
概
念
構
成
と
繹
す
も
可
、
ス
コ
ー
レ
ム
は
裟
。
簿
嘆
践
涛
難
く
①
卑
。
℃
賢
。
費
空

臨
○
⇒
と
呼
ん
で
み
る
Q
以
下
N
P
R
と
略
記
す
る
こ
と
と
す
る
○
）
と
呼
ば
れ
る
論
法
で
あ
る
。
故
に
之
の
禁
断
は
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
み
ツ
ツ
ト

學
の
騰
系
に
分
裂
の
危
機
を
招
瀕
す
る
Q
翼
P
R
を
用
み
る
デ
デ
キ
ン
ト
の
切
断
に
依
る
實
撒
の
箆
義
、
有
界
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

数
集
合
の
上
（
下
）
限
存
在
の
規
定
等
々
。

　
ラ
ソ
セ
川
の
有
名
な
「
還
元
可
能
公
理
」
舛
。
含
N
産
節
簿
簑
亀
○
ヨ
は
右
の
困
難
の
克
服
策
と
し
て
提
出
さ
れ
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ギ
メ
テ
イ
カ
き

あ
る
が
、
此
公
理
た
る
や
内
容
不
明
の
公
理
、
公
理
ら
し
か
ら
ざ
る
公
理
と
し
て
、
論
理
主
義
學
振
動
身
の
う
ち

に
も
多
く
の
反
樹
を
見
幽
す
の
で
あ
る
。
還
元
可
能
公
理
と
は
一
「
任
意
の
命
題
函
数
も
や
が
與
へ
ら
れ
元
時
は



黎？7

之
に
卑
し
て
形
式
的
等
儂
な
述
藷
函
数
℃
お
息
＄
琴
○
晒
μ
密
＆
○
躊
（
束
縛
鍵
項
を
含
ま
識
命
題
「
函
数
）
が
あ
る
」
o
之
に

依
り
一
度
び
オ
ー
ダ
ー
の
導
入
に
依
り
作
ら
れ
た
命
題
函
数
問
の
障
壁
が
形
式
納
に
撤
去
さ
れ
る
○
と
こ
ろ
で
此
公

理
こ
そ
全
く
の
窮
除
の
策
と
論
断
す
る
ほ
か
な
い
で
あ
ら
う
Q

　
8
群
の
パ
ラ
ド
ソ
ク
ス
と
N
P
R
と
は
一
見
す
れ
ば
金
く
同
じ
構
造
を
持
つ
も
の
の
や
う
で
あ
る
が
、
然
し
前
潜

の
含
ん
で
み
る
「
言
葉
」
と
か
「
意
味
」
と
か
の
語
を
見
れ
ば
明
か
な
如
く
、
バ
ラ
ド
ソ
ク
ス
お
は
翁
象
に
饗
す
る
意
味

作
用
に
か
ら
み
あ
っ
て
生
じ
て
み
る
。
こ
の
黙
に
、
於
て
．
全
く
客
観
酌
な
心
象
闘
の
規
定
の
關
聯
で
あ
る
と
こ
ろ
の

N
P
R
と
相
異
す
る
。
實
の
と
こ
ろ
、
ラ
ソ
セ
ル
自
身
の
方
法
に
於
て
も
、
還
元
可
能
公
麗
が
N
P
R
の
み
を
回
復

し
て
、
パ
ラ
ド
ソ
ク
ス
B
を
再
び
呼
び
返
さ
熟
根
糠
は
、
　
オ
ー
ダ
ー
の
相
異
る
意
味
作
短
の
問
に
は
形
式
的
等
償
が

成
立
し
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
我
々
は
一
歩
進
ん
で
．
こ
の
聾
P
R
と
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

3
と
の
本
質
的
匪
別
を
理
論
の
先
頭
に
掲
示
す
れ
ば
、
還
元
可
能
公
理
は
不
爆
と
な
り
、
所
謂
「
激
震
な
タ
，
η
プ
理

論
し
で
充
分
と
な
る
の
で
あ
る
。
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
B
は
意
味
作
用
（
記
號
と
之
で
表
示
さ
れ
る
客
観
と
の
置
処
）
に
閣

聯
し
て
生
す
る
が
、
こ
の
意
味
作
用
に
て
は
、
記
號
に
依
る
調
象
の
シ
ン
ポ
ジ
ッ
タ
な
表
示
の
仕
方
そ
の
も
の
が
本

質
的
な
る
も
の
で
あ
り
、
同
じ
タ
イ
プ
の
影
干
に
生
し
て
も
、
束
黒
影
號
を
梗
益
す
る
か
否
か
の
記
器
品
表
示
法
の

間
に
は
鹸
密
な
選
別
を
設
け
る
の
は
當
然
で
あ
り
、
斯
く
て
意
昧
作
用
に
於
て
は
こ
の
も
の
の
本
質
か
ら
オ
ー
ダ
濡

の
題
崩
は
自
ら
生
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
還
元
可
能
公
理
は
客
房
的
な
論
理
の
う
ち
に
外
部
か
ら
持
ち
込
む
必
要
は

　
　
　
　
パ
ラ
ド
ソ
〃
ス
再
論
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
藁
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三
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毫
も
無
い
。

　
劔
、
此
解
決
法
は
、
記
號
に
甥
す
る
薮
學
の
鋼
象
の
客
観
的
稼
立
性
、
意
識
に
撫
す
る
論
理
や
薮
學
の
野
象
の
客

笹
野
を
拒
否
す
る
所
謂
数
劇
的
鶴
念
論
の
許
し
得
ざ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
ら
う
Q
然
し
乍
ら
此
魏
念
論
の
立
場
こ

そ
批
鋼
さ
る
べ
き
ド
グ
マ
で
あ
る
。
。
ハ
ラ
ー
3
ソ
ク
ス
排
除
に
は
「
愚
輩
な
タ
イ
プ
の
理
論
」
で
充
分
で
あ
る
。
勿
論
こ

の
タ
イ
プ
理
論
は
上
述
の
如
く
普
遍
と
特
殊
の
統
．
一
の
是
認
、
数
學
乃
至
論
理
の
勤
象
の
客
観
的
濁
立
性
の
容
認
を

以
て
補
強
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
更
に
次
の
事
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ラ
ム
ぜ
；
に
て
は
、
束
縛
墾
項
を
含
む
式
と
含
ま
澱
式
と
の
相

違
を
た
や
記
號
に
依
る
記
法
の
相
淫
に
す
ぎ
す
と
さ
れ
て
み
る
。
例
へ
ば
（
辱
）
息
逡
は
掃
く
念
く
…
…
と
同
じ

で
あ
り
、
（
逡
）
登
賊
は
曾
孫
愈
鱒
…
…
と
同
じ
と
考
へ
ら
れ
る
。
之
は
も
勘
を
満
足
す
る
久
ラ
ス
や
が
有
限
の
場
合

は
問
題
は
無
い
が
、
ク
ラ
ス
が
無
限
と
な
れ
ば
、
一
箇
一
箇
と
。
蒙
∋
興
舞
①
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
。
且
叉
、

記
法
の
和
異
に
慮
じ
て
醤
象
の
異
る
側
面
が
照
し
出
さ
れ
る
と
考
へ
て
は
な
ら
濾
だ
ら
う
か
Q
我
々
は
、
（
著
）
＄
き

面
冨
）
＄
逡
等
は
令
沁
を
κ
の
領
域
と
の
閣
聯
に
於
て
Φ
×
鼠
簿
に
把
握
す
る
も
の
と
考
へ
る
。
然
る
に
軍
な
る
命

題
命
数
、
駅
亭
墾
項
を
含
ま
鍛
命
題
函
数
に
て
は
こ
の
關
聯
は
背
景
に
沈
み
ぎ
讐
簿
で
あ
る
。
記
法
の
登
展
と
は

樹
象
が
把
握
さ
れ
る
度
合
の
螢
展
で
あ
る
。
束
縛
記
法
の
無
い
も
の
か
ら
、
之
を
舎
む
も
の
へ
の
縛
化
は
一
つ
の
登

展
で
あ
る
。
ラ
ム
ぜ
一
は
束
縛
記
事
を
論
理
的
に
は
舞
本
質
的
な
り
と
し
て
退
け
、
之
で
オ
ー
ダ
ー
の
五
爵
を
撤
去



解9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

す
る
の
で
あ
る
が
袖
我
々
は
束
縛
記
法
の
論
理
動
特
性
を
認
め
、
し
か
も
普
遍
と
特
殊
と
の
統
一
の
槻
黙
か
ら
オ
ー

ダ
ー
の
巖
測
を
止
揚
す
る
の
だ
。
全
く
岡
一
の
結
果
に
は
到
補
す
る
も
の
の
、
結
果
を
導
出
し
、
理
由
付
け
る
根
糠

に
於
て
は
、
我
々
と
ラ
ム
ぜ
一
と
は
本
質
的
に
相
異
す
る
の
で
あ
る
。

　
①
図
男
二
二
琶
u
・
⑦
ざ
語
脈
h
。
罠
H
自
銭
9
あ
。
コ
寄
州
の
”
ご
二
三
（
津
。
8
・
・
糊
置
⑳
。
ぼ
ぎ
ぎ
滋
2
回
駕
亀
回
9
ω
。
ρ
ω
2
．
・
ド
く
9
畠
ぢ
港
）

　
②
跨
・
舅
轟
窪
犀
の
♂
国
陣
缶
魚
欝
コ
σ
q
ぎ
象
。
慧
2
σ
Q
①
鐵
。
騨
。
・
ω
9
跨
口
ぬ
．

　
③
麟
望
ぎ
回
毒
ジ
字
号
謬
タ
M
凱
¢
猛
自
警
冨
p
§
q
密
門
試
①
轟
藍
鼠
町
Φ
．
露
頭
①
。
・
9
吋
．
α
噂
u
●
黒
く
．
飼
書
目
．
ω
．
琶
暁
．
）

　
④
前
稿
、
本
誌
第
コ
一
｝
＝
號
滲
照

　
R
・
カ
ル
ナ
ソ
プ
は
バ
ラ
ド
ソ
ク
ス
8
（
彼
は
之
を
ジ
ン
タ
ソ
ク
ス
的
矛
盾
ω
累
暮
p
簿
δ
o
げ
①
諺
緊
陣
一
6
ヨ
δ
と
呼
ぶ
）
の

う
ち
に
定
義
可
能
自
Φ
発
露
σ
冨
命
名
可
能
露
露
霧
蕊
Φ
等
を
用
み
て
講
成
さ
れ
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
…
括
し
て
み
る

が
、
定
義
可
能
に
も
全
く
相
異
る
二
つ
の
事
が
意
瞭
さ
れ
て
る
る
の
だ
。
郎
ち
一
定
の
記
號
で
表
示
さ
れ
る
客
観
的

灘
象
に
依
る
同
じ
く
他
の
客
畳
的
封
象
の
規
定
と
云
ふ
嗣
聯
、
他
方
に
は
命
名
可
能
の
意
味
の
定
義
可
能
が
あ
り
之

は
甥
象
に
甥
す
る
記
號
の
表
示
の
閣
係
で
あ
る
○
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
君
は
後
藩
に
の
み
厨
す
る
。
と
こ
ろ
が
新
謂
レ
ー

ヅ
ェ
ン
ハ
イ
ム
・
ス
コ
ー
レ
ム
の
背
理
は
、
以
下
学
べ
る
如
く
客
糊
的
な
集
合
論
の
公
理
系
に
關
早
し
前
者
に
關
聯
す

る
も
の
で
あ
り
、
從
っ
て
パ
ラ
ド
シ
ク
ス
B
と
は
全
く
別
箇
の
帆
綱
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
　
カ
ル
ナ
ソ
プ
の
如
く

に
之
を
パ
ラ
ド
ソ
ク
ス
B
と
同
じ
く
ジ
ソ
タ
ク
テ
ィ
ヅ
シ
ュ
と
呼
ん
で
岡
一
面
す
る
の
は
正
當
な
取
扱
と
は
言
ひ
得

な
い
。

　
　
　
　
パ
ラ
ザ
ッ
ク
鱗
轟
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
薫
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折
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學
研
究
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二
蒼
M
四
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コ
謡
ハ

　
撫
、
レ
ー
ヅ
ェ
ソ
ハ
イ
ム
・
ス
コ
ー
レ
ム
の
背
理
は
如
何
な
る
根
線
か
ら
成
立
す
る
の
だ
ら
う
か
。
之
に
答
へ
る

に
は
背
理
を
導
出
す
る
推
論
の
遇
程
を
仔
細
に
吟
昧
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
ド
に
示
す
如
く
此
背
理
の
驕
る
と
こ
ろ

の
も
の
は
主
と
し
て
有
限
と
無
限
と
の
關
聯
、
そ
れ
に
醤
P
R
が
か
ら
ま
っ
て
み
る
。

　
集
合
要
素
を
一
般
に
κ
、
ツ
、
3
．
…
…
で
示
す
Q
逡
O
、
は
ん
が
夕
の
要
素
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
賊
璽
の
形
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ト
　
　
　
オ
さ
ダ
　
　
　

ウ
ン
ト
　
　
　
ア
ル
レ
　
　
　
エ

彫
工
の
命
題
か
ら
五
箇
の
論
理
的
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ー
ー
否
定
（
［
）
、
分
離
（
＋
）
、
結
含
（
・
）
、
す
べ
て
（
嚢
）
、
あ

ス
ロ
　
ギ
プ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
さ
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
や
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
サ

る
も
の
（
Σ
）
1
を
有
限
圏
適
用
し
て
得
ら
れ
る
命
題
を
確
定
命
題
号
ゆ
三
8
蟹
座
鑓
ひ
q
O
、
又
は
藪
命
題
N
鋳
㌶
器
－

。。

ﾏ
σ
q
◎
と
呼
び
、
而
て
κ
、
　
ノ
、
…
…
が
可
．
墾
で
あ
る
場
合
を
、
　
κ
、
　
夕
、
…
…
が
一
定
と
考
へ
ら
れ
た
場
合
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
お
　
　
さ
　
ヘ
　
　
へ

ん
、
夕
、
…
三
に
す
べ
て
束
纏
記
號
H
、
Σ
が
加
は
る
場
合
か
ら
遜
別
し
て
、
確
定
命
題
函
数
無
二
葺
Φ
》
器
郵
ぴ
Q
Φ
苧

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ぎ
弟
肯
凶
9
ρ
或
は
数
命
題
函
数
N
雛
目
鼠
塞
塁
磯
○
麹
毒
ズ
什
繭
○
瓢
と
名
付
け
る
Q

　
レ
ー
ヅ
ェ
ン
ハ
イ
ム
の
定
理
と
は
一
「
数
命
題
は
矛
盾
を
持
つ
か
然
ら
ざ
れ
ば
既
に
可
附
図
の
領
域
で
充
實
可

能
で
あ
る
」
。
之
を
ス
コ
；
レ
ム
は
欝
欝
し
て
i
「
、
数
命
題
の
可
張
番
無
限
系
灘
の
同
疇
成
立
は
矛
盾
を
持
つ
か
、

然
ら
ざ
れ
ば
既
に
可
附
番
の
領
域
で
充
實
可
能
で
あ
る
」
。

　
掠
、
識
語
計
算
學
の
法
則
を
用
み
る
と
、
各
確
定
命
題
函
数
に
含
ま
れ
る
束
縛
記
號
を
全
部
外
部
に
繊
す
こ
と
に

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

依
り
所
謂
標
準
形
客
・
讐
鋒
・
毒
を
得
る
。
標
準
形
の
一
般
形
は

　
　
　
　
　
　
　
瓜
…
：
．
鼠
貸
（
き
…
装
諺
鼓
溝
＋
ご
．
：
賊
し

　
　
　
　
　
　
　
賊
回
　
　
逡
慧
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ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

で
あ
る
Q
浸
は
∬
又
は
Σ
の
い
つ
れ
か
で
あ
る
。
び
は
初
等
命
題
函
数
①
げ
B
窪
冨
お
》
羨
郵
σ
q
⑦
瀧
§
犀
瓜
魯
と
言
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

れ
、
之
は
結
合
、
分
離
、
否
定
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
み
を
用
み
て
構
成
さ
れ
る
。
之
を
論
理
鼻
糞
の
所
謂
ブ
ー
ル

ヘ
　
　
へ

展
開
切
○
巳
①
ω
o
げ
①
国
馨
≦
圃
。
賦
葺
薦
を
用
…
み
て
展
開
す
る
と

　
　
　
　
タ
（
き
①
き
）
（
き
①
き
）
…
（
逡
も
旨
し
・
＋
8
（
き
傷
き
）
（
訣
縞
傷
3
）
…
（
き
鞠
訣
し
＋
．
：
十
g
b
の
、
。
贈
（
き
碑
き
）
（
き
耐
き
）
…
（
き
や
侮
訣
し

と
な
る
○
自
製
は
「
∬
は
夕
の
要
素
で
な
い
」
。
　
α
は
儒
（
0
で
示
す
）
マ
ハ
は
翼
（
1
で
示
す
）
の
い
つ
れ
か
の
眞
理
値
を

表
は
す
。
プ
ー
ル
の
展
開
式
は
び
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
場
合
を
含
め
て
顯
示
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で

展
開
式
の
各
項
の
順
序
は
次
の
如
く
定
め
る
、
要
素
と
集
合
の
關
係
を
一
般
に
鼻
鼠
で
示
す
時
は
無
二
禽
、
”
δ
1
1
漁

魚
1
1
御
な
ら
ば
（
き
皐
き
）
…
・
：
（
論
き
悼
製
し
を
（
き
塁
き
）
：
：
：
（
渋
き
鱒
、
訣
し
の
前
に
お
く
の
で
あ
る
。
而
て
各
項
の
内
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
N

の
順
序
は
軸
“
“
叉
は
、
目
画
、
〈
詠
な
ら
ば
き
曳
き
を
殺
嵐
こ
蓄
の
前
に
お
く
。
但
し
曳
鵯
、
、
は
ε
又
は
・
e
で
あ
る
。

　
す
る
と
我
々
は
命
題
幽
数
を
順
序
付
け
る
こ
と
が
出
掘
る
。
（
順
序
付
け
る
と
は
自
然
数
凋
と
一
醤
一
の
封
癒
鞠

係
に
お
き
、
番
號
を
つ
け
る
こ
と
の
意
味
に
用
み
る
）
。
先
づ
§
ほ
囲
か
ら
大
い
さ
の
順
序
に
從
ひ
、
而
て
極
じ
7
3

に
墨
し
て
は
物
の
大
い
さ
に
從
っ
て
並
べ
る
。
且
、
同
じ
卯
、
π
に
醤
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
鼠
：
●
…
臥
q
（
き
噛
：
：
．
賊
§
賊
謹
＋
μ
…
…
逡
し
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
嬉
〆
　
　
逡
蕊

　
　
　
　
　
　
　
鼠
、
：
●
：
6
鼠
、
黛
、
（
賊
ご
．
：
：
曾
鼓
§
著
§
＋
サ
：
：
誤
壽
）

　
　
　
　
　
　
　
逡
庫
　
　
逡
言

　
　
　
　
パ
ラ
ド
ソ
〃
ス
樽
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
七
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暫
學
研
究
　
第
二
百
闘
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

の
前
に
お
か
れ
る
の
は
、
汰
封
抵
い
抵
“
斜
鼠
、
“
M
（
賊
く
、
）
の
場
合
で
あ
る
◎
以
上
す
べ
て
が
間
じ
場
合
に
は
σ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
き
　
き
　
　
　
き

内
部
の
構
造
に
從
っ
て
順
序
付
け
る
。
邸
ち
8
1
1
3
、
”
δ
H
ご
鼠
蛙
。
（
N
．
〈
、
．
）
な
ら
ば
q
蛙
納
§
》
羅
馬
M
罫
》
の

前
に
お
く
。

　
と
こ
ろ
で
ス
コ
ー
レ
ム
の
罵
的
は
集
合
論
の
公
理
（
こ
、
で
は
ツ
ェ
ル
メ
▽
フ
レ
ン
ヶ
」
ル
の
集
合
論
公
理
系
が
醤

象
と
さ
れ
る
）
を
凡
て
数
命
題
と
し
て
表
は
す
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
目
的
が
劉
達
さ
れ
る
と
、
「
定
理
」
に
依
っ
て
集

合
論
は
既
に
可
融
番
領
域
で
成
立
す
る
こ
と
が
露
結
さ
れ
、
從
っ
て
可
附
番
以
上
の
集
合
を
特
色
付
け
る
集
合
論
の

命
題
は
存
在
し
な
く
な
り
、
こ
、
に
有
名
な
ソ
ー
ヅ
ェ
ン
ハ
イ
ム
・
ス
コ
ー
玩
ム
の
背
理
が
生
れ
る
の
で
あ
る
。

　
先
づ
》
雌
9
縫
物
興
じ
ご
①
。
。
甑
鑓
ヨ
酔
疑
○
搾
（
集
合
距
、
・
夕
、
　
g
に
就
い
て
κ
が
ε
の
要
素
で
、
逡
睦
月
な
ら
ば
夕
は
g
の

要
素
で
も
あ
る
）
が
記
號
化
さ
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
潤
冨
類
（
（
賊
昔
隻
）
十
（
賊
禽
）
十
（
隻
傷
頓
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
賊
疑
　
拠

と
な
る
。
此
礎
に
遷
昔
凝
麺
逡
“
陵
の
否
定
で
あ
り
、
蔑
睦
凝
は

　
　
　
　
　
　
　
　
畷
（
（
奇
・
傷
殺
）
貧
漁
↑
、
）
十
（
鵠
複
）
（
o
遭
〉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

で
定
義
さ
れ
る
。
之
を
…
規
み
る
と
渋
鼻
慢
は
容
易
に
排
除
さ
れ
る
。

　
「
零
集
合
存
在
公
理
」
は
掴
潤
（
属
逡
）
で
記
號
化
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疑
い
、

　
娑
δ
ヨ
鳥
興
弼
鎚
吋
§
α
q
（
集
合
距
、
夕
が
相
異
る
集
合
な
ら
ば
劣
と
夕
と
の
み
を
含
む
集
合
が
あ
る
）
は
次
式
で
記



2S3

號
化
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
自
⇔
肋
（
聴
亀
（
鴇
頓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
逡
　
凝
　
N

　
》
嵐
○
ヨ
阜
巽
く
興
9
ρ
お
§
σ
q
を
記
號
化
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
議
鷺
鎖
M
悶
（
（
頓
受
）
（
め
q
ミ
）
（
袋
①
さ
＋
（
愚
・
）
（
（
軸
9
）
＋
（
爲
遍
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
篭
　
陵
　
N
　
§
　
Q

　
》
風
○
ヨ
喝
興
勺
2
雲
N
ヨ
Φ
轟
①
⇔
（
各
集
合
κ
に
謝
し
て
κ
の
総
て
の
部
分
集
合
g
を
要
素
と
す
る
集
合
夕
あ
り
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
濤
魏
轟
M
（
（
N
蕊
）
（
臨
逡
）
＋
（
じ
q
豊
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
逡
　
↓
、
　
頓
　
§

で
表
は
さ
れ
る
。

　
無
限
公
理
も
選
揮
公
理
も
圃
様
に
数
命
題
を
以
て
表
示
し
得
る
。

　
然
る
に
》
器
ω
○
藏
藁
葺
薦
鋸
嵐
○
露
（
一
際
命
題
函
数
を
成
立
さ
せ
る
集
合
を
要
素
と
す
る
集
合
を
然
ら
ざ
る
他
の
集

合
か
ら
獲
分
し
得
る
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
自
分
踏
…
…
麟
肋
揖
〔
（
捻
ミ
）
（
譲
ミ
）
肉
（
逡
も
・
り
。
・
…
：
◎
）
＋
（
鴇
、
N
）
（
（
鴇
ミ
）
＋
肉
（
逡
も
・
”
鉾
…
…
）
）
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
肉
凝
N
　
　
ミ
§
賊

羽
幌
號
化
さ
れ
る
が
、
こ
の
表
示
に
於
て
は
記
號
∬
が
凡
て
の
命
題
函
数
万
に
關
煙
し
て
る
る
か
ら
右
式
は
明
か
に

数
命
題
で
は
あ
り
得
な
い
。
然
し
命
題
函
数
は
可
三
番
化
さ
れ
る
か
ら
（
前
出
｝
、
E
に
甚
し
て
存
在
す
る
各
々
の
命

題
函
数
を
代
入
し
て
生
す
る
華
々
の
数
命
題
の
軍
純
無
限
系
刻
の
同
時
成
立
を
考
へ
れ
ば
、
右
の
式
も
数
命
題
の
畢

純
な
獲
張
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
パ
ラ
ド
ソ
グ
ス
思
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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哲
學
研
究
　
第
二
着
鰻
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

　
｝
鉱
○
ヨ
自
震
国
湊
⑦
9
二
鵠
ぴ
q
も
同
様
に
腱
理
さ
れ
る
。

　
期
く
し
て
公
理
は
す
べ
て
数
命
題
に
轄
化
さ
れ
る
。
之
で
言
明
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
。

　
携
、
愈
々
レ
1
ヴ
ェ
ン
ハ
，
4
ム
の
定
理
一
「
数
命
題
ば
矛
盾
を
持
つ
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
既
に
可
罰
番
の
領
域
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ラ
イ
ヒ

充
實
可
能
で
あ
る
」
一
の
讃
明
に
と
り
か
、
る
。
勿
論
、
数
命
題
が
成
立
す
る
の
は
領
域
磐
で
あ
る
が
、
而
て
之

が
あ
ら
ゆ
る
数
命
題
を
成
立
さ
せ
る
領
域
と
し
て
前
提
さ
れ
て
る
る
。
從
っ
て
磐
は
可
附
番
と
は
制
限
さ
れ
て
る
な

い
。
た
や
数
命
題
が
＄
に
て
成
立
す
る
と
す
れ
ば
、
邸
ち
数
命
題
が
無
矛
盾
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
既
に
可
附
番
の
領

域
で
成
立
す
る
と
主
張
す
る
の
が
レ
ー
ヴ
ェ
ン
ハ
イ
ム
の
定
理
な
の
で
あ
る
。

　
先
づ
簡
輩
な
場
合
と
し
て
命
数
題
凝
鱒
短
（
き
し
・
）
を
考
へ
る
。
こ
の
命
題
の
意
昧
を
、
領
域
に
含
ま
れ
る
各
要
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賊
凝

κ
に
警
し
て
鼠
（
鉾
疑
）
を
成
立
さ
せ
る
要
素
γ
“
を
構
成
す
る
實
際
の
手
黒
き
が
知
ら
れ
て
み
る
命
題
と
す
る
○
郎
ち

各
κ
に
属
し
て
夕
を
甥
癒
さ
せ
る
甥
癒
の
手
遊
き
が
（
之
を
＼
（
遍
）
で
表
示
す
る
）
知
ら
れ
て
み
る
場
合
に
の
み
右
の

数
命
題
が
有
意
味
と
考
へ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
立
場
は
構
成
可
能
の
も
の
の
み
を
認
め
る
直
鶴
主
義
の
そ
れ
で

あ
る
。
　
か
く
て
潤
M
鼠
（
き
慢
）
と
は
抵
（
賊
＼
（
賊
）
）
が
領
域
の
各
要
素
κ
に
調
し
て
成
立
す
る
こ
と
を
示
す
。
今
、

　
　
　
　
　
　
　
逡
隻

σ
を
領
域
磐
の
任
意
の
要
素
と
し
、
こ
の
α
を
＼
（
逡
）
の
κ
に
代
入
し
て
得
ら
れ
る
要
素
を
∂
と
す
る
。
α
と
6
と

の
集
舎
を
」
蝕
と
し
、
彙
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
仕
方
で
κ
に
代
入
す
る
と
更
に
若
干
個
の
要
素

が
得
ら
れ
る
。
之
等
と
」
あ
の
要
素
と
を
含
せ
て
疑
が
と
す
る
、
等
々
、
此
操
作
を
無
際
限
に
書
け
る
と
、
集
合
の
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無
限
系
利
」
斜
」
益
…
…
を
得
る
。
之
の
く
段
①
圃
三
α
q
彗
④
。
・
露
。
薦
。
を
職
と
す
る
と
、
織
は
明
か
に
磐
め
部
分
集
合
で

あ
り
且
煮
冷
番
で
あ
る
。
而
て
上
記
の
数
命
題
は
職
に
て
成
立
す
る
Q
即
ち
賎
の
任
意
の
要
素
を
∬
と
し
、
之
は
有

限
箇
（
翻
一
箇
）
だ
か
ら
、
之
を
含
む
集
含
」
5
が
あ
り
得
る
。
故
に
＼
（
逡
）
は
明
か
に
き
＋
・
に
含
ま
れ
る
か
ら
、

從
っ
て
翫
に
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
て
職
の
如
何
な
る
要
素
を
κ
と
す
る
も
＼
（
逡
）
は
8
。
の
外
に
出
　
る
こ
と

は
な
い
の
で
あ
る
。
直
観
主
義
か
ら
は
以
上
の
結
果
に
必
然
的
に
劉
達
す
る
。

　
然
し
ス
コ
ー
レ
ム
に
依
る
と
．
直
轄
主
義
な
ら
ざ
る
立
場
に
て
も
選
揮
公
理
を
用
み
る
な
ら
ば
金
く
同
じ
結
果
に

到
達
す
る
と
。
上
例
頃
M
鼠
（
賊
も
・
）
に
て
は
磐
の
各
要
素
κ
に
欝
し
て
鼠
（
き
疑
）
を
成
立
さ
せ
な
要
素
ク
の
集
合
を

　
　
　
　
　
　
　
　
賊
疑

鯵
と
し
、
之
か
ら
選
揮
公
理
を
用
み
て
代
表
の
要
素
を
選
繊
し
、
之
を
＼
（
逡
）
と
す
る
な
ら
ば
藁
（
き
＼
（
逡
）
）
を
得
、

か
く
て
結
局
前
と
同
じ
論
法
を
…
進
め
得
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
は
簡
輩
な
数
命
題
に
關
し
て
い
あ
る
が
、
】
般
の
数
命
題

　
　
　
　
　
　
　
霞
…
…
山
図
…
…
図
類
…
．
：
⇔
M
…
…
婦
…
…
黛
窯
’
…
き
も
こ
き
ご
き
－
・
・
実
ミ
・
ミ
ミ
：
…
）

　
　
　
　
　
　
　
逡
μ
　
　
　
逡
§
聴
同
　
　
　
陵
3
迩
曼
【
　
　
　
り
q
鵠
袋
μ
　
　
　
ミ
Q

に
て
も
同
襟
に
論
ず
る
こ
と
が
出
家
る
○
師
ち
之
が
磐
に
て
成
立
す
る
と
は

　
　
　
　
　
　
　
唇
き
（
き
…
．
：
き
し

　
　
　
　
　
　
　
疑
3
“
＼
ス
き
：
：
：
き
し

　
　
　
　
　
　
　
ぶ
目
㍗
（
き
…
き
ミ
・
q
∵
．
襲
博
）

　
　
　
　
パ
ラ
ド
ツ
ノ
グ
ス
職
鉱
醐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囲
回
…
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囚
二

　
　
　
　
　
　
　
　
3
籍
怨
（
賊
｛
…
逡
慧
亀
む
礎
τ
・
・
蔭
q
㌣
）

が
知
ら
れ
る
時
、
命
題
ひ
が
磐
の
任
意
の
要
素
き
…
聴
§
卸
”
…
奮
：
●
…
に
而
し
て
成
立
す
る
事
な
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
ス
コ
ー
レ
ム
は
更
に
…
進
ん
で
薩
槻
主
義
を
も
、
選
揮
公
理
を
も
用
み
な
い
で
、
所
謂
古
血
ハ
的
立
場
に
立

つ
場
合
に
も
、
定
理
を
謹
明
し
得
る
と
主
張
す
る
。
簡
軍
な
数
命
題
Z

　
　
　
　
　
　
　
　
N
門
潤
肋
肋
q
（
賊
も
煮
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
逡
．
　
隻
　
e
q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

を
考
へ
る
。
び
を
構
成
す
る
命
題
函
数
を
オ
、
3
、
0
…
・
－
と
し
、
原
命
題
函
数
と
呼
ん
で
お
く
。
右
の
命
題
が
成

立
す
る
と
は
、
遵
、
3
、
0
．
…
…
の
、
領
域
8
か
ら
の
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
に
饗
す
る
眞
理
値
に
依
り
3
が
眞
と
な

る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
而
て
こ
の
場
合
に
「
g
は
既
に
可
附
番
の
領
域
で
充
實
可
能
な
り
」
と
主
張
す
る
の
が
問
題

の
「
定
理
」
で
あ
る
。
い
ま
領
域
磐
の
任
意
の
要
素
を
－
と
名
づ
け
る
と
、
先
づ
気
（
圏
も
、
』
猷
が
成
立
す
る
◎
　
g
は
、

κ
の
す
べ
て
に
甥
し
て
3
を
満
足
さ
せ
る
要
素
夕
、
g
が
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
か
ら
、
－
に
謝
癒
し
て
定
ま
る
夕

g
を
夫
々
2
、
3
と
呼
ぶ
と
、
q
（
一
｝
♪
ω
）
が
成
立
す
る
（
第
一
回
）
。
次
に
κ
に
2
を
代
入
し
た
黛
（
ど
ミ
）
が
成
立
す

る
か
ら
，
2
に
聾
癒
し
て
定
ま
乃
夕
、
g
を
夫
々
些
、
5
と
す
る
と
黛
（
柏
委
敏
）
、
及
び
κ
に
3
を
代
入
し
て
成
立
す
る

貸
（
い
も
・
菖
に
て
3
に
鋼
癒
し
て
定
ま
る
ア
、
ε
を
6
、
7
と
す
る
と
貸
（
？
9
刈
）
を
得
る
（
第
二
回
）
。
以
下
同
機
の
操

作
を
無
際
限
に
懐
け
る
こ
と
が
出
來
る
◎
以
上
の
操
作
を
π
圓
…
進
め
る
と
謂
齢
摯
…
…
駕
、
．
牽
樋
一
H
の
要
素
を
得
る

か
ら
次
の
結
合
形
囚
○
づ
甘
疑
け
δ
欝
〔
（
き
）
と
呼
ぶ
〕
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（
き
馳
）
黛
（
ポ
や
ω
）
黛
（
齢
轟
ひ
）
黛
（
曾
ρ
“
）
…
…
黛
（
沁
。
．
一
囲
も
．
。
＋
μ
一
吋
も
。
．
÷
一
一
じ

が
成
立
す
る
。
鴬
三
：
：
も
．
．
÷
、
～
一
を
蜜
然
数
列
か
ら
の
π
番
隠
の
藏
片
｝
ぴ
ω
o
冨
茸
と
名
付
け
、
肉
3
と
記
す
と
、

弐
．
が
沁
3
を
磐
か
ら
適
當
に
選
ぶ
と
き
眞
と
な
る
事
を
g
は
業
啓
す
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
各
％
に
甥
し

て
禿
犀
に
含
ま
れ
る
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
に
癒
す
る
原
命
題
函
数
浸
、
β
、
ご
…
…
に
眞
理
値
を
適
嘗
に
與
へ
て
鋏
”

を
眞
な
ら
し
め
得
る
と
主
張
す
る
の
だ
。
と
こ
ろ
で
き
四
か
ら
取
り
漁
っ
た
ア
ー
グ
メ
ソ
ト
の
値
に
封
ず
る
原
命
題

函
数
の
値
の
と
り
方
が
問
題
と
な
る
Q

　
先
づ
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
の
順
序
付
け
を
行
ふ
Q
　
　
　
　
学
習

　
　
　
　
　
　
　
い
ゆ
炉
”
蟻
ド
＋
ぞ
：
…
…
…
も
り
U
÷
回
…
矧

は
沁
謡
∴
に
は
含
ま
れ
す
、
場
謡
に
劉
っ
て
始
め
て
含
ま
れ
る
。

　
次
に
国
鴛
を

　
　
　
　
　
　
　
（
剛
為
。
日
）
”
…
…
：
…
ご
⑤
ゆ
四
＋
睡
－
固
る
“
四
＋
一
一
一
）

の
順
序
に
、
摩
落
鉱
を

　
　
　
　
　
　
　
（
ご
回
る
◎
腕
）
v
…
…
…
…
｝
（
N
。
．
÷
μ
一
H
恥
。
．
乎
昌
－
撮
る
岬
三
一
一
）

の
如
く
に
系
列
付
け
る
○
、
か
く
て
割
書
か
ら
の
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
が
系
列
付
け
ら
れ
る
と
、
之
の
直
後
に
≧
二
か

ら
の
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
を
全
く
筒
襟
の
仕
方
で
系
列
化
す
る
の
で
あ
る
。
但
し
≧
に
は
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
は

　
　
　
　
バ
ラ
ド
ソ
ク
ス
再
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
四
三
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哲
學
研
究
　
第
二
百
四
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

な
い
Q
以
上
の
如
く
し
て
各
％
に
鋼
し
て
の
ブ
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
が
完
全
に
順
序
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
数
命
題
を
構
成
す
る
原
命
題
函
数
を
順
序
付
け
て

　
　
　
　
　
　
　
鼠
ご
鼠
曽
：
：
：

と
記
す
こ
と
と
す
る
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
以
上
の
操
作
が
完
了
す
る
と
次
に
沁
嵩
か
ら
取
り
摩
っ
た
ア
ー
グ
メ
ン
｝
の
値
に
饗
す
る
原
命
題
函
数
の
最
ハ
理
値

の
選
繹
の
仕
方
を
系
刻
化
す
る
○
今
、
函
数
の
眞
理
値
の
二
つ
の
選
揮
ミ
（
2
恥
）
ミ
（
“
）
が
あ
る
と
す
る
。
而
て
ア
ー

グ
メ
ン
ト
へ
の
値
の
系
列
を
順
次
に
追
跡
し
て
ρ
に
到
っ
て
始
め
て
凡
て
の
原
命
題
函
数
が
必
ず
し
も
爾
選
揮
に
甥

し
て
一
致
し
な
く
な
る
と
す
る
◎
そ
し
て
鼠
、
が
始
め
て
ρ
に
饗
し
て
他
の
原
命
題
函
数
と
合
致
し
な
い
眞
理
値
を

持
つ
命
題
函
撒
と
し
、
若
し
誕
、
（
℃
）
が
ミ
（
鴫
）
に
て
儒
で
あ
り
、
ミ
（
鴫
）
に
て
眞
と
な
る
な
ら
ば
こ
＼
（
鴫
）
を
ミ
（
繍
）
の

前
に
置
く
の
で
あ
る
。
斯
く
て
沁
器
か
ら
取
わ
來
つ
淀
ア
ー
グ
メ
ン
｝
の
値
に
志
す
る
原
命
題
函
数
の
値
の
選
揮
に

は
次
の
順
序
が
生
す
る
。
こ
＼
（
£
仙
）
が
導
、
（
硬
）
の
前
に
あ
る
事
は
、
沁
敵
ミ
〈
穐
じ
内
に
て
は
ミ
（
繍
）
が
ミ
逡
と
合
致

し
、
ミ
（
畷
）
が
ミ
（
3
㌍
）
と
合
致
す
る
と
き
、
ミ
（
裸
）
は
ミ
（
蝿
）
と
含
致
す
る
か
（
部
ち
ρ
が
禿
ミ
に
は
未
だ
に
含
ま
れ

て
み
な
い
）
、
然
ら
ざ
れ
ば
㍗
、
（
縛
）
は
ミ
（
聴
）
の
前
に
あ
る
（
即
ち
ρ
が
沁
彰
以
前
に
既
に
含
ま
れ
て
み
る
）
こ
と
で

あ
る
Q

　
拐
、
　
封
は
肖
己
の
成
立
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
き
を
興
な
ら
し
め
る
著
干
箇
の
ミ
（
9
い
臥
）
が
あ
る
筈
で
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
。
之
を
μ
階
の
解
と
呼
ん
で
お
く
。
π
階
の
解
は
勿
論
郷
階
（
ミ
〈
邑
で
も
成
立
す
る
か
ら
．
そ
れ
は
仰
階
の

解
の
あ
る
も
の
と
合
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
％
階
の
解
は
帰
階
の
解
の
接
綾
司
9
誘
簿
讐
轟
で
あ
る
Q
と

こ
ろ
で
各
階
の
解
の
数
ぱ
有
限
箇
だ
か
ら
（
何
者
、
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
が
有
限
箇
だ
か
ら
）
、
そ
の
う
ち
に
は
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

高
い
各
階
へ
の
接
績
を
持
つ
解
が
必
然
的
に
含
ま
れ
て
み
る
。
こ
れ
を
F
解
団
き
ひ
ω
§
ひ
q
と
　
一
山
ふ
。
π
階
の
F
解
を

順
序
付
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
（
“
鰍
）
ご
ト
（
喝
四
）
撃
●
…
：

と
す
る
。
、
但
し
も
と
の
選
樺
ミ
（
繍
）
の
順
序
に
從
、
つ
て
お
く
。
す
る
と
各
μ
に
嘉
し
て
ト
（
．
爵
、
）
は
ト
（
鴫
）
の
接
綾
で
あ

る
。
故
に
各
π
に
就
い
て
原
命
題
函
数
の
値
を
』
（
8
昌
）
に
齢
し
て
規
定
す
る
な
ら
ば
、
数
命
題
ε
は
明
か
に
充
實
さ
れ

る
。
か
く
て
定
理
の
謹
明
は
絡
る
。

．
以
上
の
謹
明
は
3
が
一
般
の
形
態
を
持
つ
場
合
に
も
全
く
同
襟
に
し
て
（
勿
論
複
雑
に
は
な
る
が
）
下
行
し
得
る
の

で
あ
る
Q
更
に
ス
コ
ー
レ
ム
に
依
る
嬢
張
定
理
の
謹
明
も
根
本
に
於
て
は
毫
も
愛
り
は
無
い
か
ら
．
省
略
し
て
お
く
．

レ
ー
ヴ
ェ
ン
ハ
イ
ム
・
ス
コ
ー
レ
ム
流
の
論
法
の
特
色
は
以
上
の
如
き
最
も
簡
軍
な
場
合
に
於
て
も
既
に
充
分
に
、
且

明
瞭
に
覗
ひ
得
る
の
で
あ
る
Q

　
と
こ
ろ
で
我
々
は
既
に
集
会
論
の
公
理
を
す
べ
て
数
命
題
と
な
し
得
た
の
で
あ
る
か
ら
．
上
記
の
レ
ー
ヅ
皿
ン
ハ

イ
ム
・
ス
コ
ー
レ
ム
の
定
理
は
全
く
許
し
難
き
背
理
を
惹
起
す
る
。
此
定
理
に
依
る
と
如
何
な
る
無
矛
盾
の
数
命
題

　
　
　
　
バ
ラ
ド
ソ
〃
ス
再
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
五
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折
欄
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伊
興
鋭
　
　
第
二
蕎
闘
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞬
志
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

も
可
附
番
の
籟
域
で
既
に
充
實
可
能
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
超
可
附
番
集
合
を
特
色
付
け
る
数
命
題
は
存
在
し
な
い
の

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
癌
綾
と
か
實
数
集
合
の
如
き
甥
象
を
霞
然
数
集
含
の
如
き
可
巌
壁
の
集
合
か
ら
匿
別
す
べ
き

弼
等
の
数
命
題
を
も
作
り
得
な
い
の
だ
。
と
こ
ろ
が
我
々
は
自
然
数
集
合
に
懸
集
合
構
成
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
施

せ
ば
、
周
知
の
如
く
、
薬
毒
全
膿
の
集
合
を
得
る
。
部
ち
導
燈
集
含
を
数
命
題
で
表
示
し
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
實

数
集
合
は
何
等
か
の
仕
方
で
可
雄
気
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
然
る
に
カ
ン
ト
ル
の
鋼
管
線
方
法
は
實
数

集
合
と
霞
然
数
集
倉
と
の
濃
度
の
相
違
を
立
帰
す
る
か
ら
、
此
虞
に
一
つ
の
解
き
難
い
パ
ラ
ド
ソ
ク
ス
が
生
れ
る
の

で
あ
る
。
實
数
集
舎
は
超
可
附
番
で
あ
っ
て
、
し
か
も
可
附
田
と
な
る
。

　
此
．
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
比
較
的
最
近
に
到
っ
て
問
題
と
な
っ
た
た
め
か
、
そ
れ
に
關
…
す
る
文
獄
も
少
く
．
二
っ
て
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
⑨

の
解
決
法
も
、
他
の
バ
ラ
ド
ソ
ク
ス
と
は
異
っ
て
、
僅
少
で
あ
る
○
　
ス
コ
ー
レ
ム
、
フ
レ
ン
ケ
ル
、
ヵ
ル
ナ
ソ
プ
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
採
る
解
法
が
最
も
廣
く
採
用
さ
れ
て
る
る
が
、
一
・
の
解
法
の
主
眼
黙
は
、
立
場
の
相
違
に
依
り
、
墓
礎
に
お
か
れ

る
公
理
系
の
如
何
に
依
り
、
實
数
集
合
は
可
附
庸
と
も
超
可
附
番
と
も
7
3
炉
る
と
、
冨
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る
。
彼
等
は
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
モ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
を

如
く
ζ
考
へ
る
。
i
濃
度
の
概
念
は
公
理
化
す
る
際
に
は
必
然
的
に
相
磁
化
す
る
と
。
有
限
、
可
附
番
無
限
、
超

可
横
番
無
限
の
発
心
は
公
理
憲
義
の
立
場
か
ら
論
ず
る
限
り
、
必
ず
し
も
カ
ン
ト
ル
流
の
立
場
か
ら
の
匿
別
と
合
致

す
る
必
要
は
な
い
。
墓
慌
し
櫃
か
れ
る
公
理
系
に
三
っ
て
可
廃
藩
の
概
念
も
墾
化
し
得
る
と
。

　
然
し
乍
ら
問
題
は
斯
襟
な
漠
然
た
る
解
決
を
以
て
満
足
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
彼
等
が
解
決
策
の
支
柱
と
し
て
求
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め
て
み
る
實
数
集
合
を
可
附
番
な
ら
七
め
る
公
理
系
は
果
し
て
如
何
な
る
も
の
か
。
此
要
求
を
充
足
す
る
公
理
系
を

提
出
し
な
い
限
り
、
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
解
決
さ
れ
淀
と
は
言
ひ
得
な
い
で
は
な
い
か
○
勿
論
、
實
数
集
合
を
有
限
の

手
懸
で
實
際
に
構
成
さ
れ
る
實
数
の
集
合
の
み
に
限
る
な
ら
ば
、
師
ち
本
來
の
意
昧
の
實
数
集
合
、
素
縫
の
特
性
を

持
つ
實
鐵
集
合
を
破
壊
し
て
或
種
類
の
み
の
集
舎
、
不
卑
属
な
實
数
集
合
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
（
ワ
イ
ル
の
．
、
ご
霧

溶
○
戸
回
さ
…
§
ぬ
、
（
剛
曾
G
。
）
に
於
け
る
立
場
だ
）
實
数
集
合
は
可
附
番
と
な
り
、
メ
ラ
ド
ソ
ク
ス
は
漕
…
失
す
る
で
あ
ら
う
。

然
し
メ
ラ
ー
3
ソ
ク
ス
を
薦
張
す
る
論
者
は
、
立
場
の
面
面
に
依
っ
て
や
は
な
く
、
立
場
を
高
め
、
領
域
を
振
げ
、
親

野
を
斗
酒
す
る
こ
と
に
依
り
、
男
数
集
含
を
可
三
番
化
し
得
る
と
善
ふ
の
で
あ
る
◇
例
へ
ば
カ
ル
ナ
ソ
プ
は
、
ヵ
ン
ト

ル
流
の
集
合
論
、
從
っ
て
叉
、
ツ
ェ
ル
メ
ロ
・
フ
レ
ン
ケ
ル
の
集
合
論
公
理
系
は
客
演
化
さ
れ
た
言
葉
○
玄
①
節
G
。
鷲
9
0
び
。

で
あ
り
、
こ
れ
に
暫
し
て
レ
ー
ヅ
ェ
ン
ハ
イ
ム
・
ス
コ
ー
レ
ム
の
定
理
は
客
概
化
さ
れ
た
言
葉
そ
の
も
の
の
結
合
法
期

を
研
究
す
る
高
次
の
立
場
、
彼
の
所
謂
ω
春
3
麟
の
立
場
に
於
て
成
立
す
る
と
言
ふ
の
だ
。
故
に
二
つ
の
立
場
を
匪

聴
す
れ
ば
矛
盾
は
生
じ
な
い
馨
で
あ
る
と
霊
張
す
る
。
然
し
ジ
ン
タ
ッ
ク
ス
の
立
場
は
客
槻
化
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る

集
合
論
の
立
場
よ
り
高
く
．
從
っ
て
善
い
立
場
な
の
で
あ
る
か
ら
、
集
含
論
で
謂
ふ
實
数
集
含
の
連
磁
性
を
破
壊
す

る
こ
と
な
く
．
し
か
も
之
を
可
附
番
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
だ
が
之
が
果
し
て
可
能
で
あ
ら
う
か
。

　
我
々
は
レ
ー
ヅ
ェ
ン
ハ
イ
ム
・
ス
コ
ー
レ
ム
の
定
理
の
謹
明
過
程
を
吟
味
す
る
必
要
を
擁
す
る
。
之
に
依
り
始
め
て

此
定
理
が
果
し
て
よ
り
高
次
の
立
場
に
嘗
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
よ
り
狡
小
な
立
場
（
例
へ
ば
上

店
　
　
　
　
　
　
パ
ラ
ド
ン
〃
ス
再
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
門
始
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紫
學
研
究
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二
百
闘
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號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
八

　
　
　
　
　
　
　
⑩

違
の
ワ
イ
ル
の
立
場
）
に
於
て
成
立
す
る
も
の
な
る
か
を
決
定
し
得
る
で
あ
ら
う
。
若
し
繭
の
場
合
が
正
し
い
と
す

る
と
、
實
際
に
實
数
集
義
を
可
春
立
化
す
る
公
理
系
の
建
設
が
問
題
と
な
う
．
之
が
解
決
さ
れ
ざ
る
限
う
メ
ラ
ド
ソ

ク
ス
は
依
然
と
し
て
パ
ラ
ー
3
ッ
ク
ス
と
し
て
存
涯
す
る
だ
ら
う
。
濃
度
の
相
翁
化
が
如
何
な
る
具
膿
誘
プ
ロ
セ
ス
を

通
じ
て
行
は
れ
る
か
や
明
示
さ
れ
な
い
限
り
、
軍
に
濃
度
の
相
樹
化
を
購
ぶ
の
み
で
は
何
等
の
解
決
策
と
は
言
ひ
得

な
い
の
だ
。
然
し
若
し
後
の
場
合
が
正
し
と
す
る
と
、
其
腱
に
は
バ
ラ
ド
ソ
ク
ス
は
毫
も
存
在
し
な
い
．
、
そ
れ
は
、

た
や
限
ら
れ
た
狡
小
な
立
場
に
立
て
ば
、
實
数
集
合
の
連
績
性
が
破
壊
さ
れ
、
可
本
番
集
合
し
か
残
ら
ぬ
と
言
ふ
こ

と
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
次
に
第
三
の
場
合
と
し
て
、
若
し
レ
ー
ヴ
ェ
ン
ハ
イ
ム
・
ス
コ
ー
レ
ム
の
定
理
と
集
合
論
公
理

系
が
同
一
の
立
場
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
其
庭
に
は
カ
ン
ト
ル
の
欝
角
線
方
法
が
正
し
い
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
右
の

定
理
が
正
し
い
か
の
二
者
繹
一
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
題
額
の
吟
昧
に
於
て
先
づ
問
題
と
な
る
の
は
、
命
」
題
函
数
の
系
鋼
化
で
あ
る
。
既
述
の
如
！
＼
命
題
函
数
に
含
ま

れ
る
攣
項
の
個
撒
鋸
に
依
り
分
類
し
、
同
一
の
π
に
翻
し
て
は
田
園
さ
れ
る
曲
直
の
箇
撒
物
で
分
類
し
、
岡
じ
鋸
、

”
の
場
合
に
謝
し
て
は
束
繕
墾
項
に
含
ま
れ
る
狂
騰
記
臆
亘
と
、
存
在
記
號
Σ
の
箇
数
の
配
分
の
如
何
に
依
り
隔
分

し
、
最
後
に
以
上
す
べ
て
が
同
じ
場
合
に
は
初
等
命
題
函
数
σ
の
繕
造
に
從
っ
て
系
列
化
し
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば

貸
目
財
3
》
を
q
、
U
好
、
趣
き
の
前
に
資
く
の
は
、
避
n
罫
3
聾
r
鼠
巨
○
（
但
し
λ
＼
）
で
あ
る
場
合
な
り
と
す
る

の
で
あ
る
。
（
プ
ー
ル
展
開
の
箇
麩
墾
照
）
　
だ
が
此
庭
で
次
の
事
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
相
異
る
命
題
函
数
貸
、
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黛
に
於
て
も
》
が
同
一
の
形
で
書
か
れ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
Q
邸
ち
相
異
る
へ
き
黛
に
於
て
も
猫
立
墾
項
た

る
賊
『
…
」
3
が
全
く
岡
一
に
記
號
化
さ
れ
て
み
る
こ
と
は
、
全
く
墾
項
の
成
立
す
る
領
域
を
顧
慮
し
て
み
な
い

事
に
由
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
又
、
顧
慮
す
る
と
し
て
も
領
域
全
野
札
閥
聯
し
て
の
み
考
へ
ら
れ
て
る
る
の
で
は

な
か
ら
う
か
。
こ
、
に
ス
コ
ー
レ
ム
流
の
命
題
論
理
學
に
撤
す
る
重
大
な
る
問
題
が
横
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
命
題
函

数
を
記
號
の
外
見
に
の
み
從
っ
て
見
る
な
ら
ば
．
9
黛
に
於
て
同
じ
♪
を
書
い
て
差
支
へ
な
い
か
も
知
れ
露
が
、

然
し
一
度
び
命
題
函
数
の
持
つ
濁
立
墾
項
の
成
立
す
る
領
域
が
問
題
と
な
る
や
否
や
、
同
じ
》
を
書
く
こ
と
は
一

…
般
に
は
許
さ
れ
な
い
Q
例
へ
ば
内
＼
（
聴
）
と
黛
（
逡
）
と
に
プ
ー
ル
展
開
を
施
す
と
夫
々
欝
（
賊
偽
逡
）
十
§
（
訣
劔
逡
）
　
と

き
（
装
簑
、
）
＋
δ
（
嵐
伽
k
）
　
と
に
な
る
が
、
ス
コ
ー
レ
ム
の
如
く
気
と
黛
と
に
顧
て
㌧
詩
を
同
一
に
記
す
事
は
郎
ち

訣
塁
と
賊
、
雲
、
と
を
同
一
心
す
る
こ
と
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
猫
立
攣
項
κ
〆
と
は
そ
れ
の
成
立
す
る
領
域
を
考
慮
す

れ
ば
決
し
て
湊
逡
と
錦
蔦
、
と
は
同
一
の
論
理
的
意
昧
を
持
ち
得
な
い
の
だ
Q
κ
》
の
特
殊
性
に
つ
れ
て
逡
婁
と

逡
、
繋
、
と
は
全
く
相
異
る
調
象
を
持
つ
、
然
し
若
し
κ
ノ
の
成
立
す
る
領
域
の
特
性
を
抹
殺
し
て
一
律
に
磐
に
の
み

關
聯
さ
せ
て
ん
〆
を
考
へ
る
な
ら
ば
逡
嚢
が
磐
に
て
成
立
す
る
こ
と
は
訣
、
傷
被
が
磐
に
て
成
立
す
る
事
と
全
く
涯

別
途
來
な
く
な
る
。
ま
さ
に
爾
嚢
の
忍
音
こ
そ
爾
者
が
夫
々
成
立
す
る
と
こ
ろ
の
領
域
の
各
々
の
特
殊
性
に
存
す
る

の
だ
。

　
東
雲
民
謡
の
無
い
命
題
函
数
、
郎
ち
初
等
命
題
細
数
に
て
は
濁
立
鍵
項
の
成
立
す
る
領
域
が
イ
ン
プ
ヲ
チ
ソ
ト
な

　
　
　
　
、
，
ハ
ラ
ド
ソ
ク
ス
憎
魯
論
脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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富
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二
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瓢
○

の
だ
が
、
束
縛
漏
斗
が
附
加
さ
れ
る
に
贈
る
や
軽
艇
の
領
域
へ
の
關
係
が
エ
ク
ス
ブ
リ
チ
ッ
ト
に
な
っ
て
來
る
。
領

域
の
特
性
を
顧
慮
し
な
い
留
立
攣
項
も
記
號
化
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
全
く
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
意
味
し
か
持
ち
得
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
．

從
っ
て
各
命
題
函
数
を
特
性
村
け
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
り
、
か
く
て
欝
面
の
諜
題
π
る
凡
て
の
命
題
函
撒
を
す
べ

て
系
列
化
す
る
要
求
に
充
み
に
慮
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
然
ら
ば
墾
項
の
領
域
の
特
性
を
考
慮
す
る
と
き
問
題
は
ど
う
展
開
す
る
で
あ
ら
う
か
。
我
々
が
出
獲
の
土
壷
と
し

た
領
域
磐
は
可
錦
絵
と
制
限
さ
れ
て
る
な
い
か
ら
、
こ
の
領
域
中
に
と
う
得
る
個
々
の
特
殊
の
部
分
領
域
の
箇
数
は

明
か
に
可
附
番
と
は
限
定
し
得
な
い
。
若
し
可
財
嚢
と
考
へ
よ
う
と
す
れ
ば
、
懸
を
有
限
的
と
考
へ
る
か
、
然
ら
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
ば
江
海
の
離
分
領
域
を
逐
次
形
成
さ
れ
る
限
り
と
制
限
す
る
ほ
か
無
い
Q
こ
の
い
つ
れ
の
途
を
遜
む
と
し
て
も
．

そ
の
途
た
る
や
有
限
生
義
．
構
成
生
女
、
ア
ト
ミ
ズ
ム
の
そ
れ
で
は
な
い
か
。
か
く
て
我
々
は
ス
コ
ー
レ
ム
の
出
獲

黙
そ
の
も
の
に
致
命
的
な
制
限
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
亘
る
立
場
か
ら
考
へ
ら
れ
る
命
題
函
撒
乃
至
数
命
題
が
、
可

附
置
の
籏
域
で
充
實
可
能
な
の
は
全
く
自
明
的
な
こ
と
で
あ
る
Q
く
だ
く
し
い
慶
明
を
維
な
く
と
も
、
既
に
こ
の

ス
コ
ー
レ
ム
の
寓
獲
黙
に
於
て
其
結
果
を
充
分
に
半
知
し
得
る
の
だ
。

　
と
こ
ろ
で
命
題
函
数
が
系
刻
化
さ
れ
諏
と
す
れ
ば
命
題
函
数
に
全
総
記
號
の
及
ぶ
》
郎
湊
。
疑
興
§
二
三
賦
○
ヨ
は
ス

コ
ー
レ
ム
の
意
昧
に
予
て
可
附
凝
性
を
持
つ
た
数
命
題
で
は
な
く
な
り
、
從
っ
て
レ
ー
ヅ
ェ
ン
ハ
イ
ム
・
ス
コ
ー
レ
ム

の
定
理
は
適
用
不
可
能
と
な
る
の
だ
。
か
く
て
メ
ラ
ザ
ソ
ク
ス
も
点
滅
す
る
。
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テ
ン
ツ
メ
ン
グ
ン

　
ス
コ
遷
シ
ム
の
意
棚
と
は
演
樹
に
、
集
合
論
の
操
作
の
非
構
成
露
盤
格
は
既
に
毅
集
合
の
公
理
に
於
て
充
益
に

現
れ
て
み
る
。
或
集
合
の
凡
て
の
部
分
集
含
の
存
蕨
を
土
憂
と
す
る
此
公
理
鳳
、
之
を
可
附
番
無
限
集
合
（
之
の
春

在
は
無
限
牲
公
理
に
て
保
談
さ
れ
て
る
る
）
に
唯
一
懸
適
用
す
る
の
み
で
既
に
超
薦
挙
番
の
集
合
を
得
る
こ
と
は
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
ヤ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
を
　
　
ヘ

ン
ト
ル
以
來
閣
知
の
轟
實
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
可
仁
慈
無
限
集
合
の
凡
て
の
部
分
集
合
を
露
霜
に
形
成
す
る
こ

と
の
不
可
能
な
の
は
謝
角
線
方
法
の
勝
示
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
鑑
集
舎
の
形
成
は
ス
コ
ー
レ
ム
の

許
し
た
五
箇
の
オ
ペ
ン
ー
シ
ョ
ン
の
み
を
黙
劇
回
適
用
し
て
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
又
、
ス
コ
．
ー
レ
ム
が
要
素
と
集

合
を
一
律
に
同
じ
タ
イ
プ
の
記
號
κ
、
ア
、
弓
…
：
で
表
示
し
て
み
る
の
も
彼
を
誤
謬
に
導
い
た
一
因
で
あ
ら
う
。

集
合
は
命
題
函
歎
に
依
り
規
定
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
の
要
素
と
は
タ
イ
プ
に
満
て
翻
異
る
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
ヘ
　
へ

集
含
公
理
で
束
縛
記
號
の
及
ぶ
の
は
集
合
、
廓
ち
命
題
擁
数
に
及
ぶ
の
で
あ
る
か
ら
此
公
理
は
第
一
階
Φ
湊
δ
鱒
蔑
①

の
論
理
學
で
は
な
く
、
更
に
高
階
の
論
理
學
に
幽
す
る
の
で
あ
る
Q
こ
の
こ
と
が
ス
コ
ー
レ
ム
に
於
て
は
完
全
に
看

過
さ
れ
て
み
る
。
棄
縛
記
號
が
掴
腿
に
の
み
及
ぶ
第
一
階
の
論
理
學
で
は
、
領
域
は
鵠
電
弧
に
あ
っ
沈
磐
の
み
で
あ

b
、
磐
越
に
す
べ
て
の
部
勢
領
域
を
限
界
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
．
從
っ
て
ス
コ
ー
レ
ム
の
命
題
函
歎
の
順
序

画
け
は
容
易
に
途
行
さ
れ
る
Q
然
し
縣
集
合
公
理
に
於
け
る
如
く
束
縛
記
號
が
集
合
に
及
ぶ
場
合
は
事
態
は
完
全
に

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
今
や
各
集
合
の
夫
々
の
特
殊
の
規
定
、
落
ち
そ
れ
の
成
立
す
る
部
分
領
域
の
可
熊
な

る
凡
て
の
織
界
磁
サ
が
必
要
と
な
る
。
か
く
て
銑
述
の
伽
き
集
合
の
穣
域
、
命
題
麹
数
の
領
域
が
全
面
紅
押
し
出
さ

　
　
　
　
づ
ヲ
建
ツ
ク
訊
再
論
　
♂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薫
一
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哲
比
翼
鋸
．
鍛
二
裾
闘
十
麟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
こ

れ
る
の
は
高
階
の
論
理
學
に
於
て
や
あ
り
、
し
か
，
も
集
合
論
の
公
理
系
が
高
階
の
論
理
學
を
要
求
す
る
こ
と
は
上
蓮

の
舞
集
合
公
理
に
依
っ
て
既
に
明
藏
で
あ
る
○
ソ
ー
ヅ
皿
ン
ハ
イ
ム
・
ス
コ
ー
レ
ム
の
定
環
が
第
一
階
の
論
理
學
で
成

立
す
る
こ
と
は
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
残
念
乍
ら
集
合
論
の
公
理
系
は
更
に
商
階
の
論
理
に
依
っ
て
の

み
把
握
さ
れ
得
る
の
だ
Q
こ
、
に
ス
コ
ー
ン
ム
の
意
嗣
を
不
成
功
に
絡
ら
し
め
る
ギ
ャ
ソ
プ
が
あ
る
Q
ス
コ
ー
レ
ム

番
葉
が
許
し
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
H
Σ
が
集
含
に
及
ぶ
高
階
論
理
の
場
合
に
は
、
第
一
階
論
理
に
於
け
る
如
き
逡
次

撃
壌
成
は
許
さ
れ
な
い
。
集
合
論
．
高
階
論
理
學
の
非
構
成
的
雰
ア
ト
・
・
、
ス
テ
イ
ン
ク
な
構
造
と
、
他
方
定
理
薗
身

の
成
立
が
許
さ
れ
る
第
一
階
論
理
學
の
ア
ト
ミ
テ
イ
ッ
ク
な
逐
麹
老
成
の
論
法
ー
ー
こ
の
全
く
棺
反
す
る
訳
者
の
確

執
の
う
ち
に
こ
そ
パ
ラ
ド
ソ
ク
ス
の
眞
の
原
因
が
あ
る
の
だ
Q
ヅ
ェ
ル
メ
㌢
フ
レ
ン
ケ
ル
の
集
合
論
公
理
系
の
非
構

成
的
特
性
を
ス
コ
ー
レ
ム
の
原
子
論
朗
遜
次
椿
成
の
論
理
で
以
て
律
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

成
立
の
根
慷
を
求
む
べ
き
で
あ
る
。
講
は
や
ス
コ
ー
ン
ム
の
立
場
は
古
典
的
立
場
を
包
ん
で
高
ま
っ
た
立
場
で
は
な

く
、
ま
さ
に
逆
に
古
典
的
立
場
の
極
度
の
狡
小
化
、
そ
れ
の
破
壊
と
言
っ
て
も
い
、
程
の
書
様
を
撫
へ
る
立
場
な
の

で
あ
る
。
換
言
す
る
と
喬
階
の
論
理
か
ら
第
一
階
の
論
理
へ
の
轄
落
1
こ
、
に
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
眞
霜
が
あ
る
。

策
一
階
論
理
の
定
理
を
以
て
高
階
の
論
理
を
律
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
パ
ラ
ー
3
ソ
ク
ス
が
あ
る
の
だ
。

　
然
し
乍
ら
侮
方
に
於
て
ス
コ
ー
レ
ム
も
騒
集
合
形
成
の
裡
に
非
講
成
鳥
論
理
、
麟
ち
全
盤
に
依
る
部
分
、
要
素
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
＠

規
定
す
る
既
蓮
の
N
P
R
の
特
性
を
流
石
に
見
逃
し
て
は
み
な
い
や
う
で
あ
る
。
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．
と
こ
ろ
で
彼
ば
こ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
翼
ン
を
如
何
に
始
末
す
る
で
あ
ら
う
か
。

　
集
含
の
任
意
の
要
素
に
業
転
ペ
レ
…
シ
ョ
ン
を
施
し
て
再
び
此
集
合
の
要
素
を
得
る
な
ら
ば
此
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
再
生
産
菊
Φ
篤
○
曾
隔
（
焦
9
と
ス
コ
ー
レ
ム
は
呼
ん
で
み
る
Q
再
生
産
に
も
次
の
二
種
が
あ
る
Q
有
限
箇
の
要
素
に

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
て
一
要
素
を
得
る
場
合
が
其
の
…
つ
で
あ
る
。
例
へ
ば
群
、
膿
は
こ
れ
に
満
す
る
。
ス
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ー
レ
ム
は
此
種
の
再
生
産
を
罵
鐘
向
一
叢
避
く
と
呼
ん
で
み
る
。
と
こ
ろ
で
今
一
つ
の
種
類
の
再
生
産
は
集
合
の
す
べ
て

への
要
素
に
或
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
て
再
び
此
集
倉
に
養
す
る
要
素
を
つ
く
り
出
す
の
で
あ
る
。
即
ち
集
合
は
こ

の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
果
し
て
完
結
暮
σ
q
窪
。
鑓
。
ω
ω
窪
し
て
る
る
。
こ
の
場
合
の
再
生
塵
を
特
徴
付
け
て
凱
9
掌

づ
鎮
9
弾
機
ぞ
と
彼
は
呼
ん
で
み
る
。
以
下
N
P
R
と
賂
記
す
る
。
例
へ
ば
集
魚
M
の
部
分
集
会
で
或
性
質
E
を
持
つ

部
分
集
合
の
全
朧
を
＄
と
す
れ
ば
之
の
く
①
富
屋
α
q
§
験
B
窪
α
q
Φ
ら
9
隔
は
翼
び
M
の
部
分
集
合
で
性
質
E
を
持
っ

て
る
る
。
郎
ち
集
合
の
全
膿
に
依
り
規
定
さ
れ
た
も
の
が
再
び
集
合
の
部
分
乃
至
要
素
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
Q

　
ス
コ
ー
レ
ム
は
斯
る
R
P
R
は
逐
次
的
援
張
の
操
作
に
依
っ
て
は
得
ら
れ
譲
こ
と
を
劉
然
と
承
認
し
て
み
る
。
之

は
彼
の
ア
ト
ミ
ス
プ
イ
ソ
シ
ュ
な
傾
向
と
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
彼
と
し
て
は
ア
ト
ミ
ス
ム
ス
か
ら
の
一
大
退
却

で
は
あ
る
が
、
彼
は
此
退
却
を
何
等
の
代
償
無
し
で
行
は
う
と
す
る
の
で
は
な
い
Q
彼
は
N
P
R
の
場
合
に
は
部
分

よ
り
乱
騰
へ
の
逐
次
的
蟹
大
を
断
念
し
て
、
そ
の
代
り
に
超
可
罰
番
な
も
の
を
可
附
番
な
も
の
に
縛
化
し
よ
う
と
す

る
と
こ
ろ
に
彼
の
穏
的
が
あ
る
の
だ
。
翼
P
R
を
集
合
と
要
素
と
の
關
係
に
於
て
考
へ
る
・
と
必
然
的
に
超
可
型
番
の

　
　
　
　
パ
ラ
ド
…
！
ク
ス
再
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
蕪
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鷺
墨
黒
撒
　
第
二
百
閥
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓋
果

も
の
に
ぶ
つ
か
る
。
樹
へ
ば
羅
集
合
構
成
を
考
へ
よ
。
ス
コ
ー
レ
ム
は
篤
P
R
で
始
め
て
把
握
さ
れ
る
集
合
を
理
論

の
三
頭
に
前
提
す
る
こ
と
に
依
り
．
可
附
番
以
上
の
も
の
の
分
析
を
豫
め
翻
避
す
る
の
だ
Q
彼
は
次
の
如
き
簡
素
な

例
を
爆
げ
て
霞
己
の
贋
説
を
確
識
し
よ
う
と
し
て
み
る
。
次
の
四
箇
の
公
理
を
持
つ
集
博
論
を
考
へ
る
Q

　
（
一
）
要
素
を
含
ま
隙
零
集
合
。
が
あ
る
。

　
（
二
）
各
集
合
膨
に
甥
し
て
彫
の
み
を
要
素
に
含
む
集
合
｛
§
｝
あ
り
。

　
（
三
）
彿
、
翅
を
任
意
の
集
合
と
す
る
と
．
卿
．
π
の
み
を
要
素
と
し
て
含
む
集
含
奪
ミ
N
｝
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
へ
　
あ
　
へ

　
（
四
）
各
集
合
（
鎮
域
の
物
）
を
要
素
と
し
て
含
む
憂
膿
集
合
≧
ぎ
①
薦
○
が
あ
る
。

　
こ
の
集
合
論
に
於
て
は
全
美
集
含
に
は
明
か
に
N
P
R
が
貫
徹
し
て
み
る
。
と
こ
ろ
が
ス
コ
ー
レ
ム
に
依
る
と
斯

る
薫
P
R
が
成
立
す
る
場
合
に
も
既
に
可
附
番
の
領
域
で
翼
P
R
の
要
求
を
平
し
得
る
と
言
ふ
の
だ
。
先
づ
記
號
。

王
か
ら
専
意
し
て
公
理
（
二
）
（
三
）
も
用
み
て
記
號
｛
○
｝
合
〉
｛
ρ
ら
を
つ
く
る
。
更
に
｛
｛
○
｝
｝
、
｛
P
｛
○
｝
｝
等
々
を
つ

く
っ
て
行
ぐ
〇
三
）
（
三
）
の
操
作
を
無
際
限
に
繰
返
す
と
無
限
多
の
記
號
を
得
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
鞍
馬
の
乱
騰
は

購
か
に
国
安
番
で
あ
ろ
○
（
三
）
は
常
に
枢
異
る
鱗
形
に
の
み
警
世
さ
れ
、
し
か
も
｛
ミ
ミ
ヅ
｛
き
ミ
｝
の
　
方
の
み
を

保
存
し
て
お
く
。
期
く
し
て
作
ら
れ
た
記
號
か
ら
黛
忽
を
次
の
規
羅
に
依
り
構
成
す
る
0
0
及
び
－
を
除
い
た
各
記

號
は
｛
ら
｝
又
は
｛
偽
ご
き
｝
の
形
を
持
つ
。
薦
場
合
は
偽
久
ら
γ
顔
久
恥
｝
偽
塾
・
歴
勲
恥
｛
偽
ご
酔
｝
が
出
立
す
る
と
す
る
。
こ

れ
に
反
し
て
3
＆
ぷ
、
か
ら
異
る
ぷ
に
激
し
て
は
勉
巣
偽
｝
〕
偽
、
久
鮪
じ
語
〉
が
成
立
す
る
。
更
に
各
ぶ
に
灘
し
て
は
涛
P
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硫
鈴
が
成
立
す
る
。
以
上
の
如
く
し
て
得
ら
れ
る
記
號
の
可
静
寧
の
全
禮
に
依
っ
て
上
記
の
公
理
系
は
、
從
っ
て
N

P
R
は
満
足
さ
せ
ら
れ
る
と
ス
謙
ー
レ
ム
は
言
ふ
の
で
あ
る
。
全
騰
集
合
に
含
ま
れ
る
要
素
の
憂
膣
に
依
り
規
定
さ

れ
る
く
興
鉱
三
σ
q
嵩
b
び
q
⑳
ヨ
①
ご
吟
。
（
公
理
（
三
）
を
限
う
な
く
適
用
す
れ
ば
い
、
）
は
再
び
ム
畿
燈
集
合
に
凝
す
る
か
ら
明
か

に
N
P
R
が
成
立
し
て
み
る
。
し
か
も
こ
の
聾
P
R
は
既
に
立
命
番
領
域
で
充
足
さ
れ
る
と
ス
コ
ー
レ
ム
は
主
張
す

る
。

　
だ
が
果
し
て
ス
コ
璽
レ
ム
の
此
要
求
は
専
攻
さ
れ
て
み
る
だ
ら
う
か
Q
否
Q
如
何
な
る
集
合
を
も
含
む
全
騰
集
合

が
可
附
番
の
記
號
を
含
む
こ
と
は
ま
こ
と
に
凝
然
で
あ
る
。
然
し
之
だ
け
で
公
灘
系
が
可
附
番
領
域
で
満
足
さ
れ
だ

こ
と
に
は
な
ら
な
い
Q
ス
コ
ー
レ
ム
の
論
謹
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
可
附
録
集
合
は
全
膿
集
合
に
含
ま
れ
る
と
言
ふ

に
す
ぎ
な
い
の
だ
Q
だ
が
一
度
び
我
々
が
全
膿
集
含
の
濃
度
が
何
で
あ
る
か
を
問
ふ
な
ら
ば
、
ス
コ
ー
ン
ム
の
意
圖

の
破
綻
を
直
ち
に
見
出
す
の
で
あ
る
。
集
合
は
可
附
番
無
限
集
含
を
含
む
が
其
の
濃
度
が
可
附
番
で
あ
る
の
で
は
な

い
。
こ
れ
は
次
の
如
く
考
へ
れ
ば
直
ち
に
判
る
○
先
づ
。
か
ら
出
押
し
て
｛
○
γ
｛
｛
○
｝
γ
｛
P
｛
○
｝
γ
：
：
●
．
を
無
際
限
に

つ
く
っ
て
行
く
と
、
零
集
合
か
ら
（
こ
）
（
三
）
を
用
み
て
得
ら
れ
る
集
合
が
す
べ
て
得
ら
れ
る
Q
と
こ
ろ
で
（
四
〉
を
満

足
さ
せ
る
た
め
に
は
斯
く
て
作
ら
れ
た
集
合
の
全
膿
の
集
合
g
を
つ
く
る
。
然
し
g
は
要
素
と
し
て
有
限
集
合
の
み

を
含
む
か
ら
。
・
實
念
｝
留
話
≦
．
で
あ
る
Q
從
っ
て
。
と
3
か
ら
（
二
）
（
三
）
を
用
み
て
作
ら
れ
る
赫
し
い
集
合
の
全
膿

2
1
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
こ
の
靴
に
尽
し
て
も
。
・
鳶
μ
で
あ
る
こ
と
は
開
瞭
で
あ
る
。
こ
の
過
程

　
　
　
　
バ
ラ
ド
ジ
ク
ス
翼
添
購
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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目
糞
研
究
　
第
二
百
．
M
四
十
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
点
ハ

は
．
．
鐸
碧
章
節
『
、
に
ま
で
績
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
故
に
各
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
毎
に
作
ら
れ
る
集
舎
の
箇
数
は
明

か
に
可
附
番
無
限
で
は
な
い
。
．
、
け
蜜
β
鑑
葺
．
、
だ
。
し
か
も
此
等
は
す
べ
て
憂
戸
立
含
に
含
ま
れ
る
。
翻
ち
全
盤
集

合
の
濃
度
は
可
附
番
以
土
で
あ
る
。

　
ス
コ
ー
レ
ム
は
右
の
如
き
櫃
張
の
方
法
を
誤
っ
た
も
の
と
考
へ
全
騰
集
合
を
軍
に
前
提
す
れ
ば
良
い
と
論
じ
て
み

る
が
、
然
し
全
騰
集
合
を
軍
に
前
提
す
る
に
と
“
ま
ら
す
、
…
進
ん
で
其
の
濃
度
を
問
ふ
に
到
る
や
右
の
如
き
籏
張
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
不
可
避
な
の
だ
。
彼
は
こ
の
必
然
性
を
完
全
に
看
過
し
て
み
る
Q
故
に
ス
コ
ー
レ
ム
が
自
己
の

た
め
に
暴
げ
π
例
に
於
て
も
彼
の
意
囲
の
失
敗
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

　
加
之
、
我
々
は
ス
コ
ー
レ
ム
が
レ
ー
ヅ
ェ
ソ
ハ
イ
ム
・
ス
コ
ー
レ
ム
の
定
理
の
謹
明
に
用
み
た
方
法
そ
の
も
の
に
依

り
廼
に
彼
の
主
張
を
裏
切
る
如
き
数
命
題
を
つ
く
り
得
る
の
で
あ
る
。
所
謂
「
右
亜
ハ
的
」
概
黙
か
ら
の
該
定
理
謹
明
の

際
に
自
然
数
刻
か
ら
の
載
片
岸
ご
沁
ぎ
き
》
…
…
を
作
っ
た
Q
瓦
は
1
2
3
を
要
素
に
も
つ
が
、
R
に
質
し
な
い
要

素
を
3
1
と
す
る
。
次
に
忍
、
に
は
1
2
3
4
が
要
素
と
し
て
含
ま
れ
て
み
る
が
、
瓦
、
に
含
ま
れ
澱
要
素
を
8
，
、
と
す
る
。

等
々
。
こ
の
こ
と
は
領
域
磐
が
鼠
舞
番
と
限
定
さ
れ
て
る
な
い
か
ら
に
は
可
能
で
あ
る
。
す
る
と
5
1
3
2
…
…
を
要
素

と
す
る
集
合
3
を
考
へ
る
と
之
は
明
か
に
麗
質
、
…
…
の
全
膿
に
薦
し
な
い
。
式
で
示
す
と

　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
目
（
％
㌔
沁
ぜ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
《
召
μ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
ブ
イ
ロ
　
ツ
ト

と
な
る
。
ら
ピ
沁
ぜ
が
各
々
確
定
的
で
あ
る
か
ら
右
の
式
は
明
か
に
数
命
題
の
鑛
張
形
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
瓦
鳥
…
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…
の
成
立
す
る
領
域
磐
を
越
え
て
の
み
成
立
す
る
の
だ
か
ら
、
可
附
番
領
域
で
成
立
し
な
い
数
命
題
の
擬
張
形
の
存

在
を
立
馨
し
得
π
課
で
あ
る
。
而
て
数
命
題
の
墨
譜
無
限
系
渕
へ
の
籏
張
は
ス
コ
ー
レ
ム
．
の
桜
沢
定
理
が
保
讃
す
る

と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
且
此
獲
張
は
集
合
論
の
記
號
化
の
た
め
に
は
必
然
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
ス
コ
ー
ン

ム
の
許
す
前
提
を
用
み
な
が
ら
道
に
彼
の
野
並
を
裏
切
る
結
果
を
得
る
の
だ
○

　
直
槻
主
義
の
立
場
か
ら
の
定
理
の
謹
明
に
無
し
て
も
全
く
同
襟
の
結
果
を
得
る
○
而
て
此
事
は
直
観
主
義
の
要
求

．
薗
身
と
矛
盾
す
る
。

　
要
之
、
可
計
謀
以
上
の
磐
を
領
域
と
し
て
前
提
す
る
以
上
は
可
附
番
無
限
頷
域
磐
で
成
立
不
可
能
な
数
命
題
乃
至

鑛
張
形
は
簡
輩
に
作
り
得
る
の
で
あ
る
○
以
上
で
レ
ー
ヴ
ェ
ン
ハ
イ
ム
・
ス
コ
ー
レ
ム
の
背
理
の
批
到
を
認
る
が
、
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

々
は
右
の
分
析
か
ら
次
の
如
き
結
論
を
導
き
得
る
だ
ら
う
。
背
理
は
多
く
の
論
者
（
フ
レ
ン
ケ
ル
、
ス
3
ー
レ
ム
、
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
さ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ル
ナ
ッ
プ
、
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
㍗
ン
等
）
の
無
籍
す
る
如
く
立
場
の
昂
揚
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
逆
に
立
場
の

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

狡
険
化
、
貧
小
化
か
ら
生
れ
る
の
だ
。
こ
の
貧
小
な
立
場
こ
そ
構
成
主
義
、
ア
ト
ミ
ス
ム
ス
の
そ
れ
以
外
の
も
の
で

は
な
い
Q
入
る
貧
小
化
さ
れ
た
立
場
乃
至
方
法
と
豊
富
な
内
容
（
今
の
場
合
は
集
合
論
公
理
系
だ
）
と
の
矛
盾
一
此

虚
に
こ
そ
バ
ラ
ド
ソ
ク
ス
の
根
擦
が
あ
る
。
背
理
の
解
決
に
は
狡
小
な
立
場
を
あ
く
ま
で
固
執
す
る
か
、
然
ら
ざ
れ

ば
此
立
場
を
磨
棄
し
て
内
容
に
恐
し
た
方
法
を
樹
立
す
る
か
ー
ー
こ
の
い
つ
れ
か
一
方
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
、
自

己
の
狭
小
な
立
場
を
固
守
す
る
前
者
の
途
が
果
し
て
正
し
い
科
學
的
立
場
と
言
ひ
得
る
だ
ら
う
か
。
要
素
か
ら
有
限

　
　
　
　
パ
ラ
ド
ン
ク
ス
再
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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哲
攣
研
究
　
第
二
蕎
翅
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

な
オ
．
ベ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
趣
次
納
累
籏
の
み
を
以
て
し
て
は
集
合
論
の
全
内
藤
を
汲
み
と
る
こ
と
は
磯
斜
な
い
Q
　
ス
コ

ー
レ
ム
自
身
が
許
す
H
婁
の
操
作
も
、
之
が
可
附
番
無
限
集
合
に
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
既
に
非
有
限
的
で
あ
り
幅

か
く
て
無
限
性
を
持
つ
全
膿
と
相
ま
っ
て
、
師
ち
醤
P
R
を
用
み
て
始
め
て
可
能
な
の
だ
。
例
へ
ば
羅
集
合
の
幡
成

を
見
よ
。
し
か
も
此
場
之
に
こ
そ
可
附
番
無
限
を
越
え
る
飛
躍
、
不
連
騰
な
系
刻
か
ら
超
場
之
番
な
甲
掛
へ
の
跳
躍

が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　
⑥
γ
ヅ
エ
ン
ハ
イ
ム
象
コ
」
レ
ム
定
理
の
紹
介
は
甥
の
匿
。
β
⇔
冨
9
幽
印
・
・
曾
琶
剛
舅
鼻
貸
主
・
・
鷺
讐
§
銭
ド
（
お
琶
窪
9
に

　
　
　
俵
る
。

　
⑦
も
つ
ぎ
ざ
彰
噌
爆
甑
㈹
①
切
舞
巴
＾
§
㈹
窪
N
類
ず
臨
。
ヨ
鋒
一
振
ぎ
b
ゴ
Φ
α
q
難
監
§
①
q
α
費
鷺
の
薦
Φ
三
の
町
ρ
（
鷺
節
零
露
瞬
9
嘆
Φ
馨
”
二
餌
。
剛
。
・
ぎ
牲
）
。
N
頓
（
お
誌
）

　
③
津
鎧
詩
Φ
評
篶
。
薦
豊
色
回
民
ρ
ω
・
跨
臨
冒
G
り
・
い
い
ω
●

　
⑨
9
毎
曇
U
…
の
》
臣
鍵
。
鼠
窪
μ
滋
象
。
φ
舅
。
房
穿
強
σ
Q
自
営
鳥
声
潔
二
尉
§
銭
鯉
（
鍵
。
冨
琶
ゑ
8
露
肖
雪
質
昏
①
琶
鐘
騨
彰
鳥
響
琶
ド
ゆ
伽
．
禽
》

　
　
　
鑓
け
・
b
9
・
お
園
）

　
⑩
首
の
網
♂
d
蕊
賊
9
㌶
聲
§
9
”
お
同
。
。
・
⑪
こ
れ
に
就
て
は
既
遽
㊨
拙
稿
に
於
て
論
及
し
た
。
　
＠
ω
ぎ
器
β
α
び
鶏
の
一
三
σ
Q
の
Q
誉
一
銭
㌶
σ
q
Φ
馬
錘
σ
Q
窪
霧
蚕
吻
ω
・

　
以
上
で
こ
の
拙
い
蕪
稿
を
護
る
が
、
次
の
磯
奮
に
ゲ
ー
デ
ル
の
無
矛
盾
謹
明
不
可
能
論
、
及
び
束
縛
記
號
が
命
題

函
数
に
及
び
高
階
の
論
理
計
算
（
之
に
依
っ
て
始
め
て
可
附
番
以
上
の
領
域
が
把
握
さ
れ
る
）
の
問
題
を
考
へ
て
み
陀

い
。
し
か
も
此
爾
問
題
は
密
接
な
閣
係
が
あ
る
こ
と
が
聖
哲
さ
れ
る
。
叉
．
こ
れ
に
は
エ
ル
ブ
ラ
ン
の
定
理
が
か
ら

ま
っ
て
來
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
は
れ
る
。

　
最
後
に
本
稿
の
成
立
に
多
大
の
示
唆
を
與
へ
ら
れ
た
藤
原
先
生
及
び
局
教
導
の
方
々
、
特
に
ス
コ
レ
ー
ん
の
論
交
を
黒
與
下
さ
っ
た
泉
先
生
、
三
宅

先
生
、
父
親
し
く
討
論
の
機
魯
を
與
へ
ら
れ
た
淡
申
氏
に
厚
く
謝
意
を
蓑
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
一
九
三
六
、
二
、
九
！


